
     Ⅲ 研究の実践 

１ 各学年の授業実践 



第１学年  学級活動指導案

平成２７年６月９日（火）第２校時 １年教室 指導者 Ｔ１内藤 祐子

           Ｔ２寺坂 友希養護教諭

１ 題材名 だいいちだいきゅうしをたいせつにしよう

      内容（２）日常の生活や学習への適応及び健康安全

          （カ）「心身ともに健康で安全な生活態度の形成」

２ 指導上の立場

○題材について

低学年の児童は，乳歯が抜け始める時期で，生えかわる自分の歯について大変関心を持ってい

る。また，第一大臼歯が生え始める時期でもある。第一大臼歯は，位置及び生えて間もないこと

から，歯ブラシが届きにくく，むし歯にかかりやすい。しかし，歯並びや噛み合わせなど今後の

口腔衛生に重要な役割を担っている歯でもある。このような第一大臼歯の特徴を知ることで，歯

を大切にしていくことを自分の課題としてとらえ，そのために自分に合った歯のみがき方を見つ

け実践していこうする態度を育てたいと考え本題材を設定した。

○児童の実態

本学級の児童は６名である。５月の歯科検診の結果では，歯肉炎の児童が１名いたが，むし歯

になっている児童はいなかった。既に第一大臼歯が生えている児童が３名おり，前歯の永久歯に

ついては，全員何本かは生えている。

幼稚園の時，どうしてむし歯になるのかということを学習し，歯みがきをしなければいけない

ことを理解しているので，給食後の歯みがきについても，自分から進んで行っている。しかし，

歯ブラシを細かく動かしたり隅々までみがいたりすることはできておらず，一本一本の歯に合わ

せて歯ブラシをあてたり，動かしている児童は少ない。 

 ○本題材の指導で工夫する点や手立て

 （１）体験的な活動の工夫

手鏡や個別歯列写真を使い，実際に自分の目で第一大臼歯の有無を確認させ，自分の歯に

ついて関心を持たせる。第一大臼歯と第二乳臼歯の歯の模型を使い，歯ブラシの当たり方・動

かし方を考えさせる。

 歯垢染め出し液を使い，自分のみがき残しがどのような場所にあるか確認させ，それを取り

除けるように自分に合ったみがき方を体験させる。

 （２）専門的な知識を生かしたＴ・Ｔ指導の工夫

養護教諭から，第一大臼歯について話を聞くことで，その特徴や大切さについて理解でき

るようにする。また，Ｔ・Ｔを活用した個別指導により，個々の児童にとって自分に合った歯

のみがき方が見つけられるよう留意する。

 （３）自ら考え学び合う場の設定  

３人ずつのグループで，自分に合った歯のみがき方について考え発表させる。その際，指導 

者が児童の考えを発表ボードに記入し，話し合い活動が円滑に進むよう補助する。出された考

えに対して，共感的な態度で聞くことを徹底させる。 

第一大臼歯の萌出を記録させたり，第一大臼歯を大切にしていくことを学級全体の共通の 

課題として取り組み，意欲を継続させていく。



３ 評価規準

ふれあい関わる力 自ら考え学びつくり出す力 自己を見つめともにより良く生きる力

 自分の口の中を観察し，

歯の様子を見たり感じたり

することができる。

 第一大臼歯の特徴を知り，

自分の歯に合った歯のみが

き方を考えることができる。

 自分の歯に関心を持ち，歯を大

切にするために自分に合った歯の

みがき方を進んでしようとする。

４ 指導計画

日 時 活 動 内 容 等

事前 ５月２８日（水）
「ただしい はのみがきかたを おぼえて つるっつるの はになろう」 

○前歯・糸切り歯・奥歯の名前を知り，歯に関心を持つ。

○自分に適した歯ブラシの選び方や持ち方・みがき方を知る。 

○奥歯の外側・みぞ・内側のみがき方に名称をつける。 

○前歯２本に歯垢染め出し液をつけ，汚れている部分を確認し，歯

をみがく。

本時 ６月 ９日（火）

く

○第一大臼歯の特徴を知り，大切に守る方法を見つける。

事後 ６月 ９日（火）

  ～

６月２６日（金）

○自分の歯に愛着を持つために「だいいちだいきゅうしの６ちゃん」

という愛称で呼ぶ。また，その記録を行い，自分の歯に対しての関

心を継続していく。 

 ○日常の給食後の歯みがきを大切にしていく。

○歯科衛生士から，保護者による仕上げみがきの大切さや間食の取

り方の話を聞き，実際に仕上げみがきをしてもらう。 

○通信等で歯と口の健康づくりに関する話題を取り上げ，家庭との

連携を図る。

５ 本時のねらい

  第一大臼歯の特徴を知り，自分に合った歯のみがき方を考え大切にしていこうという意欲を持つ。

６ 本時の展開 

 学習活動 教師の指導・支援 学習評価

つ

か

む

１ 学習課題につ ○自分の口の中を探検させる。（Ｔ１）

 いて知る。   手鏡を使って自分の歯を確認させたり，自分の歯

 列写真を見たりして，第一大臼歯の有無を調べさせる。

・大人の歯が生えている。

・ぬけている歯がある。

◇自分の口の中を

観察し，歯の様

子を見たり感じ

たりすることが

できる。［観察］



・奥の方に新しい歯が生えている。

○第一大臼歯は，永久歯の中でも大切な歯であるこ

 とを知らせる。

だいいちだいきゅうしをたいせつにしよう

ふ

か

め

る

２ 第一大臼歯に ○第一大臼歯の特徴について説明し，その大切さを

 ついて知る。 理解させる。スライドを用い，視覚的に特徴を捉え

やすくする。（Ｔ２）

・大人の歯

◇第一大臼歯の特

徴を知り，自分の

歯に合った歯の

みがき方を考え

ることができる。

［発表］

◇自分の歯に 関心

を持ち，自分にあ

った歯のみがき

方を進んでしよ

うとする。［発表］

ひ
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３ 自分に合った

 歯のみがき方を

 考える。

４ 第一大臼歯の

 みがき方を練習

 する。

５ 本時のまとめ

 をする。

・歯の王様（力持ち）

・奥の歯なのでみがきにくく，むし歯になりやすい等

○第一大臼歯と第二乳臼歯の歯の模型（３タイプ）を

示し，自分の歯が今どのタイプかを確認させる。（Ｔ２）

○３人ずつのグループに分かれ，自分に合った歯のみ

がき方を考えさせる。その際，各自の歯に応じた模

型を使用させ，自分に合った歯のみがき方について

発表させる。 

 ○第一大臼歯の生えかけの場合のみがき方をグルー

プごとに考えさせる。

○専門的な助言や発表ボードへの記入など，Ｔ１，

 Ｔ２が各グループに付き，話し合いの補助をする。

○歯ブラシの当て方・みがき方について前時の学習

 を想起させ，具体的に表現させる。

 歯の外側（こちょこちょみがき）

 歯のみぞ（しゃかしゃかみがき）

 歯の内側（くるんくるんみがき） 

○奥から２本の歯の染め出しを行い，朝の歯みがきで

汚れが残っていないか確認させる。（Ｔ１，Ｔ２）

○自分の歯のみがきにくい場所を確認し，歯の外 

側・みぞ・内側・横みがきの順にみがかせる。（Ｔ

１）みがいている様子を観察し，必要に応じて支

援する。（Ｔ２）

○第一大臼歯を大切にするために，これから自分が

気をつけることを発表させ意識付けさせる。

（Ｔ２はカードに記入しておく。）

○「だいいちだいきゅうしの６ちゃん」の生えた日

を「たんじょうび」として記録していくことで意欲

を継続させていく。

７ 準備物 

歯ブラシ コップ タオル 洗濯ばさみ 手鏡 牛乳パック 第一大臼歯と第二乳臼歯の歯

の模型（３タイプ） 歯列模型 染め出し液 綿棒 発表ボード 「だいいちだいきゅうしの

６ちゃん」カード 各自の歯列写真 



８ 反省と考察

（１）体験的な活動の工夫

鏡を使用し，自分の「口の中のたんけん」をした。歯の数，形，

ぐらぐらしている歯，生えかけの歯など児童は自分の歯の様子を鏡

を使いながら確かめた。その結果，一番奥に生えかけの歯があるこ

とを確認した。

自分に合った歯のみがき方を考える活動では，第一大臼歯が生

えていない模型，第一大臼歯が生えかけの模型，第一大臼歯が生 

え揃っている模型の３タイプから自分の現在の歯に合ったものを

使用し，歯のみがき方を考えさせた。この模型に大型歯ブラシを実

際に当てながら，事前に学習した「こちょこちょみがき」「しゃか

しゃかみがき」「くるんくるんみがき」と言葉を使い考えさせることで，各自自分に合った歯のみ

がき方を考えることができた。

（２）専門的な知識を生かした T・T指導の工夫
 事前学習として，養護教諭から歯

ブラシの大きさや歯のみがき方な

どを学習し，本時の第一大臼歯につ

いても，スライドを利用し第一大臼

歯は「永久歯」「力持ち」「みがきに

くい歯」など大切なポイントの説明

を受けた。児童は興味を持ち学習で

きた。

自分に合った歯のみがき方を考えた後，実際にしてみる活動では，T1，T2の２人で見ていくことで，
一人一人の歯みがきの様子をしっかり見ることができ，上手にみがけているところやアドバイスなど

声かけを行った。 

（３）自ら考え学び合う場の設定

   事前に児童の歯の様子を調べ，各グループに第一大臼歯が生えていない子・生えかけの子・生え

揃っている子がいるように分けた。自分の考えを表現する方法としてホワイトボードを利用した。

入学して間もない時期であったので，T1，T2がそれぞれのグループに付き，児童の考えをボー
ドに記録した。

模型３種類



（４）「６ちゃんのおたんじょうび」カードの取組

   本時以降も，自分の歯に関心を持つと共に，歯を大切にしていくことを

継続していくために「６ちゃんのおたんじょうび」カードを記入すること

にした。その後，登校時や給食後の歯みがきの時，「６ちゃんが生えてき

た。」と報告してくれた。その後，家庭での仕上げみがきや給食後の歯み 

がきの時，第一大臼歯の萌出を意識するようになった。歯ブラシが届きに

くい奥歯ということも理解でき，以前より歯ブラシを奥に届かせるよう気

をつける児童が増えた。

学級活動の取組
（１）ヘルスボランティアとの活動

   毎年１・２年生を対象に，地域のヘル

スボランティアとの交流活動を行ってい

る。今年度は，「ひみこのはがいーぜ」の

話を聞いた後，ご飯を使った歯によい 

おやつ（ごはんせんべい）作りを行った。

甘いおやつから，するめやおにぎりなど

の歯によいおやつに児童の関心が向いた。

（２）あいうべ体操

  入学時，発音に少し課題のある児童がいた。養護教諭に相談した結果，学級全体で「あいうべ体

操」に取り組むことにし，「きらきらぼし」のメロディーに合わせ，国語や音楽の授業の始まりに

学級全体で１回歌うことにした。１ヶ月ほど継続した後，児童の実態に合わせて家庭で継続しても

らうことにした。車での移動中や入浴時など，家庭の生活の中で無理のない時間帯に続けている。

発音の改善のみならず，咀嚼力の向上が見られ，食事時間の短縮（硬い物が食べられるようにな

った）や健康面にも改善が見られるようになった。

（３）図工科での取り組み

   紙版画で「はみがき きゅっきゅっ」という題材で自分の歯みがきをしている様子を思いうかべ

て紙版画の制作をした。前歯や犬歯など歯の形や数について関心を持ちながら取り組めた。また，

「なにがでてくるかな」では，ストローを吹いて膨らませたり，吸って小さく縮めたりして遊んだ。

児童は，遊び感覚で楽しく口の周りの筋肉を鍛えることができた。

（４）学級 PTA及び家庭との連携
   今年度の学級 PTA活動として，年間計画の中に歯・口に関する活動
を取り入れた。６月 26日５校時，親子でむし歯のでき方や正しい歯
のみがき方など，歯科衛生士から話を聞いた後，実際に仕上げみがき

を行った。その後も，家庭での仕上げみがきを継続している。

   家庭に持ち帰って取り組んだ「歯みがきカード」「生活チェックカー

ド」などにも，「歯についての取組で，いつも以上に意識しているのか，

歯みがきの DVDを借りてきて弟と一緒に見ていました。」「『もうすぐ，
はのおうさまがはえてくるんでー。』など，学校で教えてもらったこと

を家族にも教えてくれました。」等，家庭でも子どもたちの様子をしっ

かり見守っている様子がうかがえる。



１ 題材名 えいきゅうしを大切に

      内容（２）日常の生活や学習への適応及び健康安全

（カ）「心身ともに健康で安全な生活態度の形成」

２ 指導上の立場

 ○題材について

   ２年生の時期は，乳歯が永久歯に交換する時期であり，永久歯の正常な歯並びや噛み合わせを育

成する面から重要な時期である。生えはじめの永久歯は，低く歯ブラシが届いていなかったり，表

面が柔らかく酸に弱かったりとむし歯になりやすい特徴がある。そこで，今すでに生えている永久

歯やこれから生えかわってくる永久歯を大切にしていこうとする態度を育てたいと考え，この題材

を設定した。

 ○児童の実態

   本学級の児童は１４名である。永久歯への生えかわりの時期を迎えている児童が多く，上顎の前

歯が生えかけている児童が４名，下顎の前歯が生えかけている児童が３名いる。前歯が生えたばか

りですき間の空いている児童が７名いる。５月の歯科検診の結果では，乳歯にむし歯がある児童が

４名いる。歯垢・歯肉は全員異常なしである。

昨年の歯・口に関するアンケートでは，歯をみがく時間は２分以下と答えた児童が１０名おり，

また，歯をみがくときに鏡を見ないでしていると答えた児童は８名いる。また，歯科衛生士とむし

歯のなり方やむし歯にならないための歯垢の落とし方，間食の取り方について学習したが，生活に

結びついていない児童が多い。

永久歯が生えてきていることにとても関心を持っているが，大切にしようと考えて歯をみがいて

いる児童は少ない現状である。

本学級には，特別支援学級に在籍する児童が２名いる。２名の児童が意欲的に学習できるよう，

グループ分けや指示・説明の際には十分に配慮していきたい。

○本題材の指導で工夫する点や手立て

 （１）体験的な活動の工夫

    手鏡を用意して自分の目で直接見て視覚で感じたり，舌を使い触覚でも感じたりする時間を持

ち，自分の口の中の様子を感じ取ることができるようにする。

全体で自分の考えを表現する際に歯の模型を用いることで，自分に合った歯のみがき方を表現

することができるようにする。

 （２）専門的な知識を生かした T・T指導の工夫
    養護教諭から永久歯の特徴について聞くことで，より具体的にイメージを持ち，自分のことと

して考えられるようにする。また，T・Tを活用した個別指導により，自分に合った歯のみがき方
を考えることができるようにする。

 （３）自ら考え学び合う場の設定

第２学年 学級活動指導案

平成２７年６月１８日（木）第２校時 ２年教室 指導者 T1和田 遼
T2寺坂 友希養護教諭



    児童が自分の考えを持つ時間をとり，考えたことを表現する場を設定する。その際，シートを

一人に一枚ずつ用意し，自分の考えをまとめやすくする。児童一人一人が自分の考えを一度は表

現できるよう，ペアで発表させ合う。全体では数人に発表させ，発表された意見に相づちを打つ

など前向きな言葉かけをしながら聞くことを徹底させる。

３ 評価規準

ふれあい関わる力 自ら考え学びつくり出す力 自己を見つめともにより良く生きる力

自分の口の中を観察し，歯

や歯並びの様子を見たり，舌

で触ったりして感じることが

できる。

 自分に合った歯のみがき方

を考え，表現することができ

る。

 これからの自分に合った歯

のみがき方について考えるこ

とができる。

４ 指導計画

日時 活 動 内 容

事前 ６月 ４日（木） 「正しいはのみがきかたをしろう」

○歯ブラシの選び方

○歯のみがき方（こちょこちょ・しゃかしゃか・くるんく

るん・たて）を知る。

○乳歯・永久歯の名称（まえば・いときりば・おくば・だ

い一大きゅうし）を知る。

本時 ６月１８日（木） ○永久歯の大切さを知り，自分に合った歯のみがき方を考

える。

事後 ６月１８日（木）

～６月２５日（木）

○１週間自分に合った歯のみがき方を実践する。

「○○週間」（児童と一緒に考える。）

○目標を意識して給食後の歯みがきをする。

○１週間後にペアで歯を見合い意識してみがけたことを

評価し合う。

５ 本時のねらい

   永久歯の特徴を理解し，自分に合った歯のみがき方をしていこうとする。

６ 本時の展開

学習活動 教師の指導・支援 学習評価

つ

か

む

１ 学習課題につ

いて知る。

○歯の生えかわりクイズをし，サメや爬虫類な

ど歯が何度も生えかわる動物と比較させる

ことで，人間の歯は一度しか生えかわらない

ことに気づかせ，自分の歯の生えかわりにつ

いて意識を向けさせる。（T1）

永久歯
えいきゅうし

を大せつにしよう
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２ 永久歯の特徴

を知る。

３ 自分に合った

歯のみがき方を

考え，発表し合

う。

４ ３分間歯みが

きをする。

５ 本時のまとめ

をする。

○乳歯から永久歯に生えかわっていく様子を

スライドで示しながら説明する。（T2）
○乳歯の下で永久歯が作られているために，乳

歯のむし歯を放置しておくと永久歯へ影響

することを伝える。（T2）
○生えたばかりの永久歯がむし歯になりやす

いことを図で説明する。（T2）
・低いため歯ブラシが届きにくい。

・表面が柔らかく弱い。

○一人一人の口の中の写真を用意し，自分に生

えている永久歯の有無を確認できるように

する。（T1）
○生えている永久歯に注目させ，歯ブラシのど

の部分を使ってどのようにみがくか（こちょ

こちょ・しゃかしゃか・くるんくるん）を考

えさせる。（T1,T2）
○シートを用意し，考えを記入させることで自

分の考え「～だから～みがく」をまとめやす

くさせる。（T1）
○ペアで発表させ合うことで，一回は自分の考

えを発表させる場を作る。（T1）
○全体で発表する際，自分の口の中と同じよう

に歯を抜いたり，沈ませたりできる模型を使

わせることで，具体的に伝えたり，イメージ

しながら聞いたりすることができるように

する。（T1）

○自分の考えや友達の考えをもとに，歯みがき

をさせる。（T1,T2）
○手鏡を用意し，自分に生えている永久歯を意

識させて歯みがきをさせる。（T1,T2）

○自分に合った歯のみがき方の目標を立たせ，

ワークシートに書かせる。（T1）
○１週間目標を守れたか自分でチェックする

取組をすることを伝える。（T1）

◇自分の口の中の

様子を見たり，

舌で触ったりし

て感じることが

できる。［観察］

◇自分に合った歯

のみがき方を考

え，表現するこ

とができる。

［発表］

◇これからの自分

に合った歯のみ

がき方について

考えることがで

きる。

［ワークシート］

７ 準備物

   歯ブラシ コップ タオル 洗濯ばさみ 手鏡 牛乳パック



   歯列模型 発表用シート ワークシート 各自の歯列写真

８ 反省と考察

（１） 体験的な活動の工夫

手鏡を使い自分の目で直接見たり，舌で触って感じたりす  

る時間を持ったことで，自分の口の中で乳歯から永久歯に生え  

かわっている様子や第一大臼歯が大きいことを視覚や触覚で

感じ，理解できた。

歯の高さを調節することで歯の生えかけの様子を表現でき

る模型を使い，再現することにより自分の口の中の様子を客観 

的に見ることができた。

その結果，自分の歯並びやでこぼこに合わせたみがき方を具体的にイメージして考えることがで

きた。

（２） 専門的な知識を生かした T・T指導の工夫
生えたばかりの永久歯は背が低く，歯ブラシが届きにくいことや表面が柔らか 

くむし歯になりやすいという永久歯の特徴をスライドを用いた説明を聞くことで， 

理解しやすくなった。またこの説明を養護教諭から聞いたことにより児童はより

危機感を持ち自分のこととして考えることができた。また個別指導により，自分

の歯に合ったみがき方を考えることができた。

（３） 自ら考え学び合う場の設定

自分の歯に合わせたみがき方を考える際に，「どの歯が」・「どうなっているから」・「どのようにみ

がく」と３つに区切ったシートを用意したことで自分なりの考えを持つことができた。また，自分

の考えをペアで発表し合うことで一度は自分の考えを表現できたという充実感を持つことができた。



（４）「◯◯週間」の取組

  事後の１週間を，自分が考えた歯のみがき方に取り組む週間

として自分で名前をつけさせたことで，目標意識を持って給食 

後の歯みがきができた。また，１週間後にペアの友達に評価し

てもらったことで，その後もきちんと歯をみがいていこうと

する意識を継続させることができた。

学級活動の取組

（１） 前歯のみがき方

   ２年生になってから前歯が生えかわる児童が多くいた。  

生えかわった前歯は永久歯であることを再確認し大切に 

しようと意識させた。

   前歯の表側は縦みがきをして，裏側は縦みがきとかき出

しみがきで歯垢を取ることを確認した後，歯垢染め出し液

を前歯につけた。鏡を見て赤くなっているところを自分で

確認し，歯列の絵に色を塗った。裏側の自分では見えない

部分は，口腔内内視鏡カメラを使ってモニターに映し出して確認した。歯垢がついているところは

みがけていないところであるため，どのようにみがけばよいか考えてみがき，歯垢を取り除いた。

普段から意識してみがかないと歯垢がついてしまうということを実感し，その後から意識してみ

がくようになった。



      第３学年 学級活動指導案

      平成２7年１1月１６日（月）５校時 ３年教室 指導者 岡田 紀子 

ＧＴ  千原 直人 学校歯科医

１ 議題名  歯みがき名人になろう

       内容（２）日常の生活や学習への適応及び健康安全

           （カ）「心身ともに健康で安全な生活態度の形成」  

２ 指導上の立場

 ○題材について

乳歯から永久歯への転換期，永久歯の形成期である最も大切な時期にさしかかった児童に，この

題材を通して自分の歯の状態を理解し，今一度，ていねいに歯をみがく習慣化を図っていきたいと

考えた。   

 本題材では，特に前歯の特徴や生え方の違いを理解した上で，効果的に歯垢を落とすためにはど

のようなみがき方がよいか，児童自ら考え自分に合ったみがき方を身につけ，むし歯予防と気持ち

よさやきちんとみがけている安心感を持たせていきたいと考えている。

 ○児童の実態

本学級の児童は，１２名である。１０月の歯科検診の結果では，歯肉炎の児童が０名，乳歯のむ

し歯になっている児童が１名いた。

参観日におやつのとり方の学習をして，「時間を決めてだらだら食べない」「糖分の多いおやつを

食べ過ぎない」「栄養素を補うよいおやつを選んで食べる」ことを学習した。また，特に糖分を多く

含むおやつは，むし歯になりやすいことも理解している。歯みがきについて毎年歯科衛生士により

指導を受け，歯を大切にしなければいけないことも学習している。さらに，歯みがきポスターをつ

くって自分自身の決意表明もしてきた。

しかし，アンケートによると，みがいている時は何も思わない（２人）。みがいた後も何も思わな

い（２人）。前歯は気をつけてみがいている（４人）。どのくらいの時間みがくか（２分台１人，１

分台９人，１分未満１人）。給食後の歯みがきもみがいているつもりでも十分にはみがけていない実

態がある。また，歯みがき後の気持ちよさや自分の歯のみがき方に自信をもっている児童が少ない

のも事実である。

   本授業では，日頃の活動である「課題をもち，みんなで考え，解決し実行する」学習パターンを

取り入れ話し合いながら，自分の前歯・口に対する関心と，自分に合った歯のみがき方を習得させ

たい。また，意欲的にみがこうとする態度を継続させるために，みがいた後の気持ちよさ（満足感）

をもたせていきたいと考えている。

○本題材の指導で工夫する点や手立て

 （１）体験的な活動の工夫

    本時の追求の視点は，「前歯の特徴に合ったみがき方を習得し気持ちよさや安心感を得る」であ

る。実際に歯垢染め出し液で染まった歯をみがき，どのようにみがくとよいかグループで話し合

い自分に合ったみがき方を追求する。この時染まった歯の色を無理やり落とすのではなく，理に

合ったみがき方を考えるように課題を出しておく。



（２）専門的な知識を生かした工夫

    どこをどのようにみがいたか歯科医に話し，みがき方の指導を受ける。その際自分に合った歯

のみがき方の評価をしてもらう。みがき方が今少しの児童は再挑戦，２回目以降は特に前歯の外

側の３カ所みがき，内側のかき出しみがきについて指導を受け，自分の歯に合ったみがき方を会

得し，だれもが「できる」という思いをもたせたいと考えている。

（３）自ら考え学び合う場の設定

「課題をもち，みんなで考え，解決し実行する」学習パターンに置き換えて「前歯にとってど

んなみがき方が正しいのか」課題をもち，「グループやみんなで考え」「自分でみがいたり指導を

受けたりしながら自分の歯に合ったみがき方を会得し，今日からきちんとみがく，みがいた後の

感想を出し合う」など前向きな活動を取り入れていく。また，保護者には，歯についての話題を

提供し，夜の歯みがきの点検や仕上げみがきを徹底してもらい，子ども達に気持ちよさや安心感

を継続させていきたい。尚，児童の口の中は，前歯がほとんど生えそろっている，むし歯がほと

んどないという条件を満たしているので，友達と口の中を見合うことができると考えグループで

の話し合いを取り入れた。

３ 評価規準

ふれあい関わる力  自ら考え学びつくり出す力 自己を見つめともにより良く生きる力

歯科医の専門的な指導を

受け，関わりを持とうとす

る。

様々な視点から新たな考えを

取り入れ，自分に合った歯のみ

がき方を考えることができる。

自分に合った歯のみがき方を習

得し，学校だけでなく，家庭でも

意欲的に取り組もうとする。

４ 指導計画

日 時 活 動 内 容 等

事 前 １０月 １日 歯みがきについて，「事前アンケート」をとり，実態をつかむ。

学活「おやつのとりかた」を参観日にし，親子でおやつのとり方の改

善をねらう。

本 時 １１月１６日 自分の前歯にあった歯のみがき方を習得し継続していこうとする。

事 後 １１月１６日

１週間

保護者との連携を図り，夜の歯みがきの徹底と継続を促す。

（１６日夜は，親子で歯のみがき方の復習をする。１７日の朝から実

践）

５ 本時のねらい

前歯の特徴を知り，自分の前歯にあった歯のみがき方を習得し継続していこうとする。



６ 本時の展開

学習活動 教師の指導・支援 学習の評価
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１ 歯の実験の結果

を見て感想をもつ。

２ 本時の学習課題

をつかむ。

３ 前歯の歯垢染め

出しを行う。

４ グループで話し

合う。 

・みがき残しの部分

の特徴をまとめ

みがき方を考え

る。

 ・自分の歯のみがき

方を考える。  

５ 歯をみがき，学校

歯科医に見てもら

う。  

○事前に用意した歯の実験を見せ，歯みがきの必要性を

再度確認することで，歯みがきをきちんとしようとす

る意識をもたせる。

○既習の第一大臼歯の特徴を思い出させる。

・一番に生える永久歯 ・大きくて力持ち

・溝がいっぱい，みがきにくくむし歯になりやすい。 

・生えたての歯は，むし歯になりやすい。

・永久歯は，もう生えかわることがない，大切な歯であ

る。

○まず，前歯の特徴を鏡で見つける。

・スコップのようにそっている。

・内側の真ん中へんがへこんでいる。

・奥歯と違って平たい。

○自分で歯垢染め出しをし，赤く染まった部分をワーク

シートに記録させることにより，付着している歯垢を

確認させる。

○どこがどのように染まっているか確かめ，「前歯にと

ってどんなみがき方が正しいのか」課題をもち，グル

ープで考えさせる。

・歯と歯の間が赤い。 縦にみがく。

・歯の内側が赤い。 かき出すようにみがく。

○自分の歯のみがき方を考えることができたら，シール

を貼って確認する。でこぼこや背の低い歯の児童に

は，個別指導をする。

○歯垢染め出し液で赤くなったところを中心に，本格的

に鏡を見て自分の歯をみがく。

○学校歯科医に評価をしてもらうことにより正しいみ

がき方を実体験させる。

・大変よい（きらきらシール）をもらう。みがき方が今

少しの児童は，再度歯みがきの挑戦をし，どのような

◇様々な視点か

ら新たな考え

を取り入れ，自

分に合った歯

みがきの仕方

を考えること

ができる。［発

表］

◇学校歯科医の

専門的な指導

受け関わりを

持とうとする。

［観察］

歯みがき名人（その２）         みがいて 前歯ピッカピカ★
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６ 正しい歯のみが

き方のおさらいを

する。  

７ 今日のまとめや

今後の頑張りをワ

ークシートに書く。

みがき方がよいか習得していくよう励ます。

○自分の歯のみがき方を習得した後，もう一度歯科医か

ら歯みがきについて話を聞き理解させる。

・歯ブラシの使い方

・前歯の「３カ所みがき」や「かき出しみがき」を聞き，

鏡で見たり，歯でさわって確認したりする。

○本時の学習からできるようになったことや気持ち，こ

れからどのようにみがくと「歯みがき名人」になれる

かをワークシートに書く。（時間があれば発表する）

・前歯をうまくみがく方法を見つけられた。

・これからはばっちりみがける。

・今までのみがき方でよかったのでうれしかった。

・３カ所みがきやかき出しみがきをきちんとする。

・生えかわったばかりの前歯だから，むし歯にならない

ようにみがきたい。

○最後にワークシートの水色の部分に，言葉を入れて自

分のみがき方のキャッチフレーズにする。

〇保護者に協力依頼し，歯みがきの点検と仕上げみがき

を一週間してみる。その際「歯みがき貯金」で継続を

促す。

◇自分に合った

歯のみがき方

を習得し，学校

だけでなく，家

庭でも意欲的

に取り組もう

とする。［ワー

クシート］

７ 準備物

   歯ブラシ コップ 手鏡 タオル 牛乳パック 洗濯ばさみ 歯の模型 歯の実験写真 ワーク

シート

８ 反省と考察

 （１）体験的な活動の工夫

    前歯の形やみがき残しがないか，手鏡を使って観察することで，前歯はまっすぐではなく，ス

コップのような形をしていることがわかった。歯垢染め出しをすることで，普段の歯みがきでは，

みがけていないところを視覚的に認識することができた。特に，歯と歯の間や歯の裏側に歯垢が

残っている児童が多く，どのように歯ブラシを当てたらよいか考えることができた。



（２）専門的な知識を生かしたＴ・Ｔ指導の工夫

    学校歯科医の千原先生をＧＴとして授業に招き，前歯のみがき方についてグループで考える様

子を見てもらった。また，自分たちが考えたみがき方で色が染まったところをていねいにみがい

て千原先生にチェックしてもらい，合格のきらきらシールをもらうことができた。

    最後に千原先生から前歯の外側は歯ブラシを横にして全面をあてるだけでなく，歯と歯の間は

歯ブラシを縦にして３カ所みがきをすること，前歯の裏側は歯ブラシの毛先やかかとを当ててし

っかりかき出すことなどを教えてもらった。

（３）自ら考え学び合う場の設定

   前歯のみがき方について考える時，グループで意見を出し合うことで，前歯はみがき残しが多い

ことがわかり，みがき方の工夫についてまとめることができた。

   また，グループでお互いの口の中を確認することで，アドバイスできている児童もいた。みがけ

たらシールを貼り，だんだんと歯みがき名人に近づいていけるよう意欲が高まった。



１ 題材名  むし歯のないピカピカの歯をめざそう

       内容（２）日常の生活や学習への適応及び健康や安全に関すること

（カ）「心身ともに健康で安全な生活態度の形成」

２ 指導上の立場

○題材について

   児童は２学期の学級活動の時間で，歯の構造やむし歯の原因について学習をしたり，学校歯科医

から歯みがき指導を受けたりしている。自分の課題に気づき，それをよりよく解決する方法を実践

し，生涯にわたって健康の保持増進ができるような資質や能力を考えることを目標としている。

児童自身が話し合い活動をもとに自分の生活に合ったむし歯にならないための目標を決め，実践

の習慣化を図るために，この題材を設定した。

 ○児童の実態

   本学級の児童は１６名である。犬歯や小臼歯への生えかわりの時期を迎えている児童が多い。

１０月の歯・口の健康診断の結果では，乳歯にむし歯がある児童が１名，永久歯にむし歯がある児

童はいなかった。また，歯垢が付着していた児童は３名，歯肉炎の児童は３名であった。

   １０月に実施した歯・口に関するアンケートでは，歯をみがく時間は３分以下と答えた児童が１

名おり，また１日に３回歯みがきができていない児童が５名，歯みがきをした後に間食をとると答

えた児童が１名いた。歯科衛生士とむし歯のなり方やむし歯にならないための歯垢の落とし方，噛

むことの重要性について学習したが，生活に結びついていない児童が多いことがうかがえる。むし

歯の予防について具体的にどのようなことをすれば良いのかということについては，考えることが

できていない児童が多い。歯の生えかわりには関心を持っているが，大切にしようと考えて歯をみ

がいている児童は少ない現状である。

本学級には，特別支援学級に在籍する児童が２名いる。２名の児童が意欲的に学習できるよう，

授業の流れを黒板に掲示し，常に見通しや今の活動がどの学習場面なのかを視覚化し，安定して 

集団の中で活動できるよう十分に配慮していきたい。 

○本題材の指導で工夫する点や手立て

 （１）体験的な活動の工夫

    健康な歯を保っているお年寄りにインタビューをし，気をつけていることやたくさん歯を残す

ための小学生へのアドバイスをしていただくことで，将来「8020運動」達成者となるためにどう
すればよいのかを考えられるようにする。

    また事後では，手鏡や歯垢染めだし液を使い，自分の歯を確認しながら考えたり，みがき残し

を取り除くことができるために自分に合ったみがき方を体験させたりしていく。

（２）専門的な知識を生かした T・T指導の工夫
    事前では，歯の名称，歯の構造，むし歯の原因・予防について養護教諭から話を聞くことで，

第４学年 学級活動学習指導案

平成２７年１１月１０日（火）第５校時 ４年教室 指導者 T1 伊藤 有李紗
T2 小林 幸子
T3 寺坂 友希養護教諭



より具体的にイメージを持ち，自らの課題として考えることができるようにする。本時では，養

護教諭が話し合い活動の中で，専門的な立場を生かし，アドバイスを児童にしていく。また，犬

歯と小臼歯をみがく際には，Ｔ・Ｔを活用した個別指導をすることによって，個々の児童にとっ

て自分の歯に合ったみがき方を見つけられるようにする。

 （３）自ら考え学び合う場の設定

    歯みがきのメリットやむし歯にならないための具体的な目標をグループで考え，ワークシート

の中に記入していく。４グループ分のワークシートが出揃った後，自分のむし歯にならないため

の目標を決めていくために話し合い活動を行う。その中では，他のグループの考えを【良いとこ

ろを見つける】【質問する】【同意する】【相違する】【比較する】【関連させる】の話し合い活動の

キーワードを使いながら自由に話し合わせることで，互いの考えを理解できるようにしていく。

３ 評価規準

ふれあい関わる力 自ら考え学びつくり出す力 自己を見つめともにより良く生きる力

自分の考えを発表したり，

友達の考えを聞いて質問をし

たりするなど積極的に話し合

いに参加しようとしている。

むし歯にならないためにで

きることを多面的に考えるこ

とができる。

むし歯にならないために自分

が続けていける目標を立てるこ

とができる。

４ 指導計画

日時 活 動 内 容

事前 １０月２６日（月） 「むし歯の原因を知ろう」

○歯の構造を断面図を用いて，エナメル質，象牙質，歯肉，

セメント質，歯槽骨，神経・血管から歯が構成されてい

ることを知る。

○むし歯の進行を CO,C1,C2,C3,C4の名称を用いて知る。
１１月２日（月） ○健康な歯を保っているお年寄りにインタビューをし，健

康な歯を保つための秘訣を探る。

１１月６日（金） 〇インタビューしたことを発表する。

本時 １１月１０日（火） ○自分に合ったむし歯にならないためにできることを考

え目標を設定する。

事後 １１月１１日（水）～

１１月１７日（火）

１１月１９日（木）

○本時で考えた目標に１週間取り組む。

○犬歯と小臼歯を自分の歯に合ったみがき方を考え，実際

に歯をみがく。

○通信等で歯・口の健康づくりに関する話題を取り上げ，

家庭との連携を図る。

５ 本時のねらい

   むし歯にならないためにどのようなことに気をつけたら良いか考え，自分が続けていける目標を

立てることができる。



６ 本時の展開

学習活動 教師の指導・支援 学習評価

つ

か

む

ふ

か

め

る

１ 前時の学習

の振り返りを

する。

２ お年寄りの

方にインタビ

ューし，発表し

たことを振り

返る。

３ 学習課題に

ついて知る。

４ むし歯予防

の方法につい

てグループで

考える。

〇むし歯の原因について確認させる。（T3）

○本時の学習課題をより理解しやすくなるように

するために，前時で健康な歯を保っているお年寄

りの方にインタビューをし，発表したことを振り

返る。

○クラスでむし歯にならないために気をつけるこ

とを考え，２つの視点（正しい歯みがき，おやつ

のとり方，）を児童に挙げさせる。（グループ分け

が難しいものについてはその他にいれるように

する。）

○２つの視点から具体的に自分たちができること

を考え，グループでワークシートを埋めていく。

・グループ全員が意見を出せるよう活動の前に全体

に確認をする。

(児童の反応例) 
正しい歯みがき

・タイマーで時間を計る。

・手鏡を使ってみがく。

・正しい大きさの歯ブラシを使う。

・家族に確認をしてもらう。

・食べた後すぐにみがく。

おやつのとり方

・毎日決まった時間にする。

・砂糖が多いおやつを食べない。

・食べる量を減らす。

その他

・早寝早起きをする。

・三食きちんと食べる。

〇支援の必要な児童に対して，グループの話し合い

◇むし歯になら

ないためにで

きることを多

面的に考える

こ と が で き

る。［ワークシ

ート・発表］

むし歯にならないために自分ができる目標を決めよう



ひ

ろ

げ

る

実

践

す

る

つ

な

げ

る

５ ４で考えた

ことをもとに

全体で話し合

う。

６ ５で考えた

個人の目標を

ワークシート

に書く。

７ 本時の振り

返りをする。

に参加しやすくなるよう発表内容を一緒に考え

ていくなど活動の補助をする。（T2）
〇専門的な立場から児童にアドバイスをし、事前に

学習した内容を想起させたり，自分の生活を振り

返らせたりさせる。（T3）

○グループごとのワークシートをもとに話し合い

活動のキーワード【良いところを見つける】【質

問する】【同意する】【相違する】【比較する】【関

連させる】を使って，自由に話し合わせる。出た

意見で必要なものは教師がワークシートの中に

記入していく。

〇なるべく多くの児童が発言できるように，話し合

いのルールとして，発表していない児童から指名

をするようにさせる。

・話し合い活動のキーワードをまとめた用紙を児童

の目につく場所に掲示し参考にできるようにす

る。

・話し合いが止まったときには，司会の児童が「考

える時間をとる」「隣同士で話し合う」等の方法

を示し，話し合いを円滑に進められるよう配慮す

る。

○話し合ったことをもとに自分が実践できそうな

活動をワークシートの中から一つ選ばせる。自分

が決めた目標を個人のワークシートに記入をす

ることで，むし歯予防のために実践していくこと

への意識づけをする。

・全体での話し合いの後，例えばどんな目標がたて

られそうか児童に投げかけ，何人かに発表させる

ことで，目標の決定が難しい児童の参考になるよ

うにする。

・目標の決定が難しい児童に対して，具体的なアド

バイスをする。（T2） 

○自分が決めた目標を継続的に実践していくため

に，１週間『むし歯予防がんばろう週間』を設定

し，家庭でも取り組んでいくように伝える。

◇自分の考えを

発表したり，

友達の考えを

聞いて質問を

したりするな

ど積極的に話

し合いに参加

しようとして

いる。 [発表] 

◇むし歯になら

ないために自

分が続けてい

ける目標を立

てることがで

きる。[ワーク
シート] 



７ 準備物

   インタビューをまとめたもの グループ用のフィッシュボーン図のワークシート 『むし歯予防

がんばろう週間』のワークシート

８ 反省と考察

（１）体験的な活動の工夫

   地域の「８０２０運動」達成者を招いて，歯みがきの仕方・間食のとり方・その他について聞い

てみたいことを一人一人考え，インタビューを行った。

   歯みがきについては，「夜は５分以上みがいている」「歯と歯ぐきの間を特にていねいにみがいて

いる」，間食については「砂糖の多いジュースなどは飲まない」，その他については「栄養バランス

を考えてたくさんの食品を摂るようにしている」「軽い運動を定期的に行っている」ことなど教えて

いただき，身近にお手本となる地域の人がおられることで，児童自身の具体的な目標ができ，児童

の中には「私も『８０２０運動』を目指したい」という感想が多く見られた。

本時においてもこのインタビューでまとめたことをもとに，むし歯にならないための具体的な手

立てを考えることができたように思う。児童が自分の生活を振り返り，健康的な生活を毎日続けて

いくことが，将来の歯・口の健康につながることへの理解が深まった。

（２）専門的な知識を生かしたＴ・Ｔ指導の工夫

   事前に養護教諭からむし歯の原因，むし歯の進行，予防の方法についてスライドや模型を使って

説明することで，以前は歯垢について食べかすや砂糖のかたまりだと思っていた児童も多かったが，

ミュータンス菌などのかたまりであると理解できるようになった。以前と比べてむし歯に対する知

識・理解が深まったと推測する。

   本時においてもむし歯に対する正しい知識を持っているか，授業の冒頭で確認クイズをしてから

授業に入ることでその後の話し合い活動をスムーズに行うことができた。

   また，事後に健康集会で，位相差顕微鏡を用いて歯垢の中にいる細菌を見ることで，写真だけで

なく，普段は目に見えない細菌が口の中で実際に動いていることが視覚的に理解でき，自分たちに

できる対策としての歯みがきをする意識が高まった。

（３）自ら考え学び合う場の設定

   本時では，話し合い活動をメインにグループで「むし歯にならないために自分たちにできること」

について「正しい歯みがき」「おやつのとり方」「その他」の３つの視点で意見を出し合った。考え

るヒントとして事前に「８０２０運動」達成者のインタビューでまとめたことを参考にした。

８０２０運動達成者へのインタビュー スライドや模型を使って説明



また，グループでフィッシュボーン図を使って具体的な手立てについて考えることができるよう

に工夫した。他のグループの発表を聞いて意見を言う時のキーワードとして「良いところを見つけ

る」「質問する」「同意する」「相違する」「比較する」「関連させる」を使って話し合い活動をすすめ

ることができた。話し合ったことをもとに，出た意見の中から，自分が継続的に実践できそうな目

標を決め，１週間「むし歯予防がんばろう週間」に取り組むことができた。

児童が目標を設定するにあたって，「自分は歯みがきの時間が短いから，「８０２０運動」達成者

の方のように５分みがいてみる」とか，「いつも炭酸ジュースなどを飲んでいるが，甘いジュースや

おやつを減らす」など自分の生活に結びついた目標設定ができた児童が多かった。

学級活動の取組

（１）「犬歯・小臼歯のみがき方」

 むし歯にならないための方法を考える授業後，特に４年 

生の時期に生えかわりの多い犬歯・小臼歯の特徴や歯ブラ

シの使い方・みがき方について説明し，実際に歯垢染め出

しをして，みがき残しがあったところを中心に歯ブラシを

使い分けながらみがくことができた。

  給食後の手鏡を使ってみがく習慣が身につき，以前より

も児童が自主的にみがけるようになった。

（２）地域との連携

   地域で「８０２０運動」を達成され，表彰されている人を保健福祉課から紹介してもらい，児童

が歯・口の健康について聞いてみたいことをインタビューする機会を設けた。

   その人は乳歯のむし歯が１本あったが，その後はむし歯もなく，９０歳である現在も自分の歯が

２０本以上残っており，歯みがきについては，「ふつうの歯ブラシと歯間ブラシを使い分けている」

ことや，「特に歯と歯ぐきの境目をていねいに意識してみがいている」ことについて話された。また，

食生活にも気をつかっておられ，「ふだんから野菜や肉・魚などバランスよくとるようにしている」

や「噛みごたえのあるものを食べている」ことなど参考になった。

   知人の中には，入れ歯の人や，十分に食事がとりにくい人が多

いことから，自分の歯を健康に保つことは，食べる喜びや食事の

楽しみ，体のバランスの維持など様々なことにつながっているこ

とを伝えられた。児童たちも地域の方とふれあい，身近に感じる  

班での話し合い活動 意見の交換



ことで，将来の歯・口の健康へのイメージや，今自分たちができることについて考える手助けにな

った。

（３）英語フェスティバル

   英語フェスティバルで，「世界では，乳歯がぬけた時にどのようにしているのか」について様々な

国の風習を調べ，児童自らがシナリオを作成し，全校の前で発表した。

日本では，「ねずみの歯とかえてもらえるよう屋根の上になげる」，モンゴルでは「犬にぬけた歯

を食べさせたり，木に植えたりする」，スペインでは「ぬけた歯をまくらの下に置いて寝ると次の日

あめやコインとかえてくれる」などを劇にして発表した。乳歯がぬけた時にどうするかについても

国によって様々であることを伝えることで，歯・口への興味が広がった。

（４）図工

    「飛び出すカード」作りでは，歯・口の学習で印象に残っていることや健康集会での「あいう

べ体操」や歯みがきの様子などを表現していた。立体的にハブラシを動かせるように工夫もみら

れた。他教科と連携することで、児童の歯と口に対する関心が高まった。



第５学年  学級活動指導案

平成２８年６月１０日（金）第４校時 ５年教室 指導者 Ｔ１水嶋 吏恵 

Ｔ２春名 志保 

Ｔ３寺坂 友希 養護教諭 

１ 題材名 歯肉炎を予防しよう

      内容（２）日常の生活や学習への適応及び健康安全

          （カ）「心身ともに健康で安全な生活態度の形成」

２ 指導上の立場

○題材について

   むし歯や歯肉炎は，小学生にとって身近な生活習慣病である。それが原因で歯を失ってしまう

と，歯・口の健康が損なわれ，「食べる」「話す」「表情をつくる」「運動する」などに支障を

きたすことになる。 

むし歯や歯肉炎を予防することは将来の健康的な生活に大きく関わっており，永久歯列が完成

し始める５年生の時期に，歯や歯肉を大切にしようとする意識を高め，生涯にわたって歯や歯肉

を健康に保っていく生活習慣の獲得が必要であると考えられる。 

そこで，自分の歯列に合った歯のみがき方を身につけ，習慣化するために，本題材を設定した。 

○児童の実態

本学級の児童は１５名である。５月の歯科検診の結果では，歯肉炎の児童は３名で，治療が必

要なむし歯を持つ児童は１名だった。第二大臼歯が生えている児童は１名だった。 

４年生では，むし歯の原因や進行・予防，小臼歯のみがき方について学習している。 

また，地域の「８０２０運動」達成者にインタビューを行い，歯や歯肉を健康に保つための歯

のみがき方や，間食を摂る時に気をつけていることなどを学び，以前と比べて歯・口への関心は

高まってきている。 

給食後も３分間歯みがきＤＶＤを見ながら全員歯みがきに取り組んでいるが，歯と歯肉の間を

ていねいにみがくことや，自分の歯並びに合ったみがき方ができているかについては課題がある。 

 ○本題材の指導で工夫する点や手立て

 （１）体験的な活動の工夫

自分の歯並びに合った歯のみがき方を考える場面では，可動式の歯列模型を使うことで，よ

り具体的に考えられるようにする。歯ブラシの使い分けやデンタルフロスの使い方についても

模型を使って発表することで視覚的に理解しやすいようにしたい。

 （２）専門的な知識を生かしたＴ・Ｔ指導の工夫 

    事前に全国歯みがき大会に参加し，歯肉炎の観察のポイントや歯ブラシ・デンタルフロスの

使い方について学習することで，より歯肉炎の予防について理解が深まるようにする。 

    本時では，養護教諭が歯肉炎の原因と進行について説明することで歯肉炎を予防し，歯肉を

健康に保つことの大切さについて考えさせたい。 

 （３）自ら考え学び合う場の設定  

    歯肉炎について学んだ知識を使って，歯と歯肉の間や歯と歯の間などの歯垢のたまりやすい部



分について自分の歯並びに合ったみがき方を考えさせ，班で発表シートにポイントをまとめさせ

たい。

    話し合いの際は，他のグループの考えを【良いところをみつける】【質問する】【同意する】

【相違する】【比較する】【関連させる】といったキーワードを使って様々な考えを引き出せる

ようにしたい。また，共感的に話したり聞いたりすることを徹底する。

    話し合いで出た意見の中から自分に合った歯肉炎予防の方法を目標として設定できるよう

にしていく。 

３ 評価規準

４ 指導計画

日 時 活 動 内 容 等

事前 ６月 ３日（金） ○学童歯みがき大会に参加し，歯肉炎予防の方法について考える。

本時 ６月１０日（金） ○歯肉炎の原因について知り，歯肉炎予防のための自分の歯並びに合

った歯のみがき方を考える。

事後 ６月１０日（金）

～

６月１７日（金）

○歯肉炎予防週間を設定し，家庭でも自分に合った歯のみがき方を実

践する。

○日常の給食後の歯みがきを大切にしていく。

○通信等で歯と口の健康づくりに関する話題を取り上げ，家庭との連

携を図る。

５ 本時のねらい

  歯肉炎の原因について知り，歯肉炎予防のための自分の歯並びに合った歯のみがき方を考え，習

慣化することができる。 

 本時の展開 

 学習活動 教師の指導・支援 学習評価 

つ

か

む

ふ

か

め

１ 歯周病の原因や進行

について知る。 

２ 自分の歯肉を手鏡で

観察し，歯肉の色・形・

かたさ・出血があるかを

○歯周病について説明する。（Ｔ３） 

将来的に歯を失う原因となりうる歯周病の進

行についてスライドを用いて説明する。 

○前時の歯みがき大会で行った歯肉の観察の２

回目の様子を歯みがき大会教材に記入させ

る。（Ｔ１） 

◇自分の口の中

を観察し，歯

肉の様子を知

ふれあい関わる力 自ら考え学びつくり出す力 自己を見つめともにより良く生きる力

自分の口の中を観察し，

歯肉の様子を知ることが

できる。

歯肉炎の予防方法について

考え，班で話し合うことができ

る。

自分の歯並びに合った歯肉炎予防

のための歯のみがき方を実践してい

こうとすることができる。

自分の歯並びに合った歯肉炎予防のための歯のみがき方を考えよう



る

ひ

ろ

げ

る

つ

な

げ

る

記入する。 

３ 歯肉炎を予防するた

めの自分の歯並びに合

ったみがき方について

考え，班で話し合う。 

４ 班でまとめたポイン

トを全体で発表する。 

５ 本時の振り返りをす

る。 

○健康な歯肉と歯肉炎の図を提示して観察のポ

イントを確認する。（Ｔ１） 

○前回記入したものと比べながら，変化があっ

たかどうかについても記入できるようにす

る。（Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３） 

○歯科検診の結果を参考に手鏡で自分の歯なら

びや生えかけの歯などを観察させ，工夫して

どのようにみがいたらよいか具体的に考え，

ワークシートに記入させる。（Ｔ１，Ｔ２，

Ｔ３） 

○歯の生えかけや歯並びがでこぼこになってい

て歯垢がたまりやすいところに注目させるこ

とで，自分の課題になっている箇所が分かる

ようにする。 

○歯肉炎がない児童についても普段どのように

工夫してみがいているか振り返られるように

声かけをする。 

○４班に分かれ，歯周病を予防するための歯の

みがき方やデンタルフロスの使い方の工夫に

ついて意見を出し合い，発表シートにポイン

トをまとめさせる。 

○班でまとめた意見やみがき方のポイントを可

動式の歯列模型や歯ブラシ・デンタルフロス

を使って発表させる。（Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３） 

○各班の発表を聞き，全体で話し合いをする際

には，話し合い活動のキーワード【良いとこ

ろをみつける】【質問する】【同意する】【相

違する】【比較する】【関連させる】を使っ

て自由に話し合いができるようにする。 

○全体で発表することで一人一人の考えが広が

るように，一人１回は発言できるようにする。

○自分に合った歯肉炎予防のための歯みがきや

デンタルフロスの使い方を目標に設定し，１

週間歯周病予防のための歯みがきを実践する

ことを伝える。（Ｔ１） 

ることができ

る。［観察］ 

◇歯肉炎の予防

方法について

考え，班で話

し合うことが

できる。［ワ

ークシート］ 

７ 準備物    

手鏡 ワークシート 歯みがき大会プログラム 発表シート 歯列模型 

デンタルフロス模型 歯肉炎予防週間チェックシート       



８ 反省と考察 

（１）体験的な活動の工夫 

   全国歯みがき大会で行った歯肉チェックの２回目を本時で行ったが，前回と比べて歯肉の状態

がよくなっている児童が多く，歯みがきの効果を実感することができた。 

   また，自分の歯並びに合った歯肉炎予防のための方法を考える際に，歯科検診の結果や鏡で見

ることにより，自分の歯並びを把握できていた児童が多かった。背が低い生えかけの歯や歯並び

がでこぼこになっているところや歯と歯ぐきの境目など特に注意が必要なところに注目して，み

がき方の工夫を考えられていた。可動式の歯列模型や，デンタルフロスの模型などを使って歯ブ

ラシを縦にして入れたり歯と歯の間はデンタルフロスを使ってみがくなど自分たちの言葉でま

とめ，発表できていた。 

今後もむし歯予防のための歯みがきだけでなく，将来にわたって「８０２０運動」を達成でき

るよう，歯と歯ぐきの境目や歯と歯の間など歯肉炎予防のための歯のみがき方を実践していける

よう継続的な指導をしていきたい。 

（２）専門的な知識を生かしたＴ・Ｔ指導 

    事前に全国歯みがき大会で歯肉炎の歯ぐきの見分け方と歯肉炎予防のための歯のみがき方や

デンタルフロスの使い方について学習していたので，基本的な知識は児童に身についていた。 

本時では，養護教諭が，歯肉炎の原因と進行についてスライドを使って説明し，歯肉炎の模型

で歯肉炎が進行すると歯がぐらぐらして抜けてしまうことを伝えた。 

また，昨年学習した「８０２０運動」についてふれ，将来にわたって自分の歯を守っていくた

めには，今から歯肉炎予防を継続していくことが重要であると説明した。 

（３）自ら考え，学び合う場の設定    

   自分の歯並びにあった歯肉炎予防のための方法を考える時に，まずは自分の歯・口の状態を知

り，自分の課題は何かを考えさせることができた。また，現時点で健康課題がない児童について

も，歯肉炎にならないためにどんなことに注意したらよいかについて考えさえた。 

   班での話し合いでは，自分たちの意見をまとめ，全体で可動式の模型を使って他の児童にわか

りやすく発表できていた。特に歯と歯の間はデンタルフロスを使いたいという児童が多かった。 

各班の発表を聞いた後の話し合いの時間が十分にはとれなかったが，一人一言ずつ意見を言う

ことができた。もう少し，他の児童の意見を聞いて質問したり，賛同したり，新たな考えを提案

するなど，話し合い活動が深められるような時間設定ができればよかった。 



１ 題材名 よく噛んで健康なからだを目指そう

      内容（２）日常の生活や学習への適応及び健康安全

（カ）「心身ともに健康で安全な生活態度の形成」

２ 指導上の立場

 ○題材について

   よく噛んで食べることは，食べ物の消化・吸収を助けるだけでなく，咀嚼によって唾液が分泌さ

れ，口の中が清潔になり，むし歯や歯周病を予防することができる。

永久歯が生え揃うこの時期に，歯・口の健康が全身の健康に影響を及ぼすことを知り，将来にむ

けて自分の歯を大切にし，よく噛んで食べることを意識し，実践できるように本題材を設定した。

 ○児童の実態

   本学級の児童は１４名である。永久歯への生えかわりの時期を迎えている児童が多い。５月の歯

科検診の結果では，第二大臼歯が生えている児童が８名おり，治療を必要とするむし歯がある児童

は０名だった。

   ５年生では，歯肉炎の原因・予防のための歯のみがき方についてや，五感を使って味わい，よく

噛んで食べることの大切さについて家庭科で学習した。また，給食時間に栄養教諭から「ひみこの

はがいーぜ」について話を聞いており，噛むことの大切さについて理解している。しかし一方では，

よく噛まずに飲み込んでいる児童もいる現状がある。

○本題材の指導で工夫する点や手立て

 （１）体験的な活動の工夫

    咀嚼力判定ガムを噛んで色の変化を見ることで，しっかり噛むと唾液が出ていることが視覚的

に分かるようにした。また，食パンとフランスパンを食べ比べることで噛む回数やあごの動き，

唾液の出方などの違いを実感させ，よく噛んで食べることの大切さについて考えさせたい。

 （２）専門的な知識を生かした T・T指導の工夫
    養護教諭が唾液の成分や働きについて説明し，よく噛み食べることが唾液の分泌を促し，むし

歯予防につながることを理解させる。また，「ひみこのはがいーぜ」について確認し，よく噛んで

食べると，消化によい，脳が活性化する，肥満防止など全身の健康につながることをスライドや

写真などを使って理解しやすいように工夫したい。

 （３）自ら考え学び合う場の設定

    一人一人が自分の考えを持つことができるように十分に考える時間を確保したい。その際，ワ

ークシートに書くことで，自分の考えを整理したりまとめたりさせたい。また，２，３人の小グ

ループで発表し合って自分の考えを表現する場にするとともに，小グループで考えを一つに絞る

収束的な話し合いの場にしたい。

第６学年 学級活動指導案

平成２８年６月１６日（木）第４校時 ６年教室 指導者 T1 和田 遼 
T2 小林 幸子 
T3 寺坂友希養護教諭



３ 評価規準

ふれあい関わる力 自ら考え学びつくり出す力 自己を見つめともにより良く生きる力

軟らかい食品と硬い食品の

噛む回数やあごの動き，唾液

の出方などの違いを感じるこ

とができる。

 よく噛んで食べるためにど

んなことができるかを考え，

小グループで話し合ってより

良い考えを決めることができ

る。

 よく噛んで食べることの大

切さを理解して目標を設定

し，自分から進んで実践して

いこうとすることができる。

４ 指導計画

日 時 活 動 内 容

本時 ６月１６日（木） ○よく噛んで食べると歯や体全体の健康につながること

を知り，よく噛んで食べるためにどんなことができるか

について考える。

事後 ６月１６日（木）～

６月２２日（水）

６月２３日（木）

○目標を意識して給食を食べるようにする。

○噛み噛みチェック表に１週間取り組む。

○噛み噛みメニューを考えよう。（家庭科）

５ 本時のねらい

   よく噛んで食べると，唾液の分泌が促され，全身の健康によいことを知り，よく噛んで食べるた   

  めにはどのような工夫をしたらよいのか考えることができる。

６ 本時の展開

学習活動 教師の指導・支援 学習評価

つ

か

む

ふ

か

め

る

１ 咀嚼力判定ガ

ムを噛んで色の

変化を見る。

２ 唾液の効果と

よく噛んで食べ

ると体によいこ

とを知る。

○咀嚼力判定ガムを普段通りに噛ませ，色の変

化をワークシートに記入させる。（T1）

○唾液の主な成分と働きについて説明する。

（T3）
＜説明の概要＞

・唾液は口の中を洗い流す。

・むし歯を作る酸を中和する。

・カルシウムがごく初期むし歯を治す。

○よく噛むとよいこと「ひみこのはがいーぜ」

について説明する。

＜説明の概要＞

・胃・腸への負担が減り，消化がよくなる。

・脳への血流が増え，脳が活性化する。

・満腹感が得られ，食べ過ぎを防止できる。

・味わって食べることができる。

よく噛んで，健康なからだを目指そう



ひ

ろ

げ

る

つ

な

げ

る

３ 噛み噛み実験

をする。

４ よく噛んで食

べるためにどん

なことができる

かを考える。

５ よく噛んで食

べるための目標

を決める。

６ 本時のまとめ

をする。

・くいしばることで，力を発揮しやすい。

○食材（食パン・フランスパン）を噛んだ様子

をワークシートに記入させる。（T1，T2）
食パンとフランスパンを飲みこむまでに噛

んだ回数・出た唾液の量・あごの動きを感じ

ながら違いを意識して食べるように指導す

る。

○普段の自分の食生活を振り返らせてから考

えさせる。（T1）
○意識して噛む回数を増やすためにはどうし

たらよいかについて考えさせる。（T1）
＜予想される児童の反応＞

・一口３０回かむようにする。

・食事の時間をゆっくりとるようにする。

・味わって食べるようにする。

・硬い食べ物を選んで食べるようにする。

・調理する時，硬めにゆでたり，食材を大きめ

に切ったりする。

○一人一人が表現できるように小グループで

話し合わせる。（T1）
○それぞれの意見を発表ボードにまとめるこ

とで，自分の意見と他の児童の意見を比較し

やすくする。

○小グループでより良い考えを一つに絞って

いく話し合いをさせる。（T1）
○発表ボードを黒板に貼り，全体で発表する。

○自分に合ったよく噛むための目標を決めさ

せ，ワークシートに書かせる。（T1）
○他の児童のアイディアや意見も取り入れな

がら自分に合った方法を見つけられるよう

に支援する。（T2）

○かみかみチェック表を１週間実践すること

を伝える。（T2）

◇軟らかい食品と

硬い食品の噛む

回数やあごの動

き，唾液の出方

などの違いを感

じることができ

る。［ワークシート］

◇よく噛んで食べ

るための方法を

考え，小グルー

プで話し合って

より良い考えを

決めることがで

きる。［ワークシ

ート，発表］

◇よく噛んで食べ

ることの大切さ

を理解して目標

を設定し，自分

から進んで実践

していこうとす

ることができ

る。［ワークシート］

７ 準備物

   ワークシート 発表ボード 咀嚼力判定ガム 食パン フランスパン



８ 反省と考察

（１）体験的な活動の工夫

   授業の導入で咀嚼力判定ガムを噛み，色の変化を見ることで，自分がふだんどれくらい噛めてい

るかを知ることができた。ガムの色が混ざっていないところや色があまり変化していない児童もお

り，噛むことへの意識づけができ，本時のめあてにつなげることができた。

   また，噛み噛み実験で食パンとフランスパンを食べ比べることで，噛む回数，唾液の出る量やあ

ごの動きの違いを感じることができた。多くの児童はフランスパンを食べた時の方が回数や唾液の

量が増え，あごの動きが大きくなり，よく噛んで食べることの大切さが伝わった。

（２）専門的な知識を生かしたＴ・Ｔ指導

   養護教諭から，スライドを使って唾液の働き（食べ物を飲みこみやすくする。歯をきれいにする。

むし歯になりにくくする。歯をなおす。）を伝えた。「ひみこのはがいーぜ」について説明し，よく

噛んで食べることが全身の健康につながることも伝えた。「ひみこのはがいーぜ」は，栄養教諭から

給食時の栄養指導を覚えていた児童も多く，連携指導の効果を実感した。

（３）自ら考え，学び合う場の設定

 個々の児童の普段の食生活を振り返らせてからよく噛んで食べるためにできることを考えさせた。

その結果，あまり噛んでいないという児童が多かった。自分たちができることの工夫では，「野菜を

大きめに切る」「硬いものを食べる」「牛乳などで食べ物を流し込まない」など様々な意見がスムー

ズに出ていた。

グループでの話し合いでもお互いの意見を聞きながら，ほとんどのグループが一つの意見にしぼ

ってまとめることができていた。「噛み噛み献立を考える」という意見を発展させ，事後に家庭科で

噛み噛みメニューを考えて，調理実習を行った。



にこにこ学級   学級活動指導案

平成２７年１２月７日（月）第２校時 にこにこ教室 指導者 Ｔ１ 小林 幸子

Ｔ２ 佐桒 信也

                                 ＧＴ 兼本 郷美歯科衛生士

１ 題材名  よく噛んで食べよう

       内容（２）日常の生活や学習への適応及び健康安全

           （カ）「心身ともに健康で安全な生活態度の形成」

２ 指導上の立場

 ○題材について

「よく噛んで食べること」を習慣化することにより，子どもたちの肥満予防，歯と口の健康はも

ちろん，体の健康づくりをめざすことになる。よく噛むことによって，唾液をたくさん分泌させる

ことを実体験させ，それが，歯を守るために大切なポイントであることを理解させたいと考え本題

材を設定した。

 ○児童の実態

   本学級は特別支援学級（知的）で，男子４名，女子１名の５名が在籍している。どの児童も「今

日の給食は何かな？」と献立を確認するほど給食を楽しみにしている。しかし，薬の副作用のため

食欲がおちていたり，偏食がひどかったりする児童がいる。左右で噛めている児童もいるが，口唇

が閉じない児童もいる。また，あまり噛まないで早く食べて，口の中に次々と食べ物を入れている

児童もいる。

   ２年生 A 児 B 児は，６月に「永久歯を大せつに」（交流学級活動）を学習して，永久歯の大切さ
を感じ，大切にしようとする態度が養われた。気分がのるとていねいに歯みがきができている児童

や歯ブラシを持ってみがきだした児童がいる。

   ４年生 C 児 D 児は，６月に「正しい歯のみがき方」（交流学級活動）で学習し，歯科衛生士によ
る指導で正しい歯のみがき方の意識づけができた。１１月に「むし歯のないピカピカの歯をめざそ

う」（交流学級活動）を学習して，どうすればむし歯の予防ができるか理解できた。「砂糖の量に気

を付け，砂糖を食べたら，すぐにみがく。」や「３分間歯みがきをする。」という目標を立てて取り

組んだ。

   ５年生 E児は，養護教諭による個別指導を受け，正しくみがこうという意識づけができた。

○本題材の指導で工夫する点や手立て

（１）体験的な活動の工夫

   唾液の分泌を促す「お口の体操」を行うことによって，楽しく体を動かし，発音することで

知らず知らずのうちに唾液の分泌を促す。

   咀嚼力判定ガムを使って実際に「かみかみ実験」をすることで，自分はよく噛めているのかど

うかを知り，噛むことが大切であることを意識づける。



（２）専門的な知識を生かしたＴ・Ｔ指導の工夫

   歯科衛生士から，よく噛むことによって，唾液をたくさん分泌させることが，歯を守るため

の大切なポイントであるという話を聞いたり，噛み方の指導をしたりしてもらう。

（３）自ら考え学び合う場の設定

   児童が自分で考えて決める活動を設定する。その際，活動シートを一人に一枚ずつ用意し，

自分の考えをまとめやすくする。

３ 評価規準

ふれあい関わる力 自ら考え学びつくり出す力 自己を見つめともにより良く生きる力

自分の噛む力が強いか弱

いかを感じることができる。

「よく噛むこと」の必要性や

大切さについて知り，よく噛ん

で食べるためにはどうすれば

よいかを考えることができる。

自分の食事の仕方に関心を持ち，

進んでよく噛んで食べるようにす

る。

４ 指導計画

日 時 活 動 内 容 等

事前 随時 唾液の分泌を促す「お口の体操」をする。

本時 １２月 ７日 よく噛むことの大切さを理解し，よく噛んで食べる方

法を決める。

事後 １２月 ７日～

１２月１０日

意志決定した行動を実践できているかどうかを振り

返る。（チェックシートに記入する。）

５ 本時のねらい

  「かみかみ実験」を通して，噛むことの大切さを理解し，よく噛んで食べる方法を考える。



６ 本時の展開

学習活動 教師の指導・支援 学習評価

つ

か

む

ふ

か

め

る

ひ

ろ

げ

る

つ

な

げ

る

１ 唾液の分泌を促す

「お口の体操」を行

う。

２ 学習課題について

知る。

３ ガムを使って「か

みかみ実験」をする。

４ 「噛むこと」の必

要性や大切さについ

て知る。

５ よく噛むために自

分でできることを考

えて選ぶ。

・振り返る。

・「かんたん」か「まあ

まあかんたん」か「む

ずかしい」か考える。

・選ぶ。

６ 本時のまとめをす

る。

○学習に入りやすくするため体を動かし，

発音して，知らず知らずのうちに唾液の

分泌を促す。（Ｔ１）

○咀嚼力判定ガムを１分間噛み，ガムの色

の変化を活動シートに書かせる。

○ＧＴ歯科衛生士に「よく噛む」とどんな

よいことがあるのかを分かりやすく話し

てもらい，噛み方の指導をしてもらう。

パネルシアターを使って，前歯を使う肉

食系の動物，奥歯を使う草食系の動物に

ついて紹介し，人間は前歯と奥歯を使っ

て噛むことができることを知らせる。

○自分の食べ方を振り返り，よく噛んで食

べるために自分が実行できそうなことを

考え，選ばせる。

その際，「かんたん」「まあまあかんたん」

「むずかしい」を例をあげることで意思

表示させる。

○Ａ児やＢ児は支援が必要な場合は，教師

と一緒に考えて選ばせる。（Ｔ１）

○Ｃ児，Ｄ児，Ｅ児はできるだけ自力で選

ばせる。（Ｔ２）

○選んだ方法や選んだ理由を紹介し合い考

えを広げる。

○本時の学習を振り返り，意志決定した行

動を今日から実践できるよう意欲付けす

る。

◇自分の噛む力が強

いか弱いかを感じ

ることができた

か。［観察］

◇噛むことの必要性

や大切さについて

知り，よく噛んで

食べるためには，

どうすればよいか

を考えることがで

きたか。［ワークシ

ート］

よく噛んで食べる方法を決めよう



７ 準備物

咀嚼力判定ガム  紙  活動シート ○△×の札 ＣＤ「ベートーベンのトルコ行進曲」 

パネルシアター

８ 反省と考察

（１）体験的な活動の工夫

唾液の分泌を促す「お口の体操」を１学期から随

時行ってきた。これは，「８０２０サンバ体操」を担  

任が簡単にアレンジしたものである。「トルコ行進曲」

（ベートーベン作曲）の２つの旋律を使って，２パ

ターンの動きをつけて，楽しく取り組むことができ

た。

ガムを使って「かみかみ実験」をすることによって，  

自分の噛む力が強いか弱いかを感じることができた。

（２）専門的な知識を生かしたＴ・Ｔ指導の工夫

歯科衛生士の兼本郷美先生にパネルシアターを使っ

て，前歯を使う肉食系の動物，奥歯を使う草食系の動物

について紹介してもらった。人間は前歯と奥歯を使って

噛むことができてすばらしいから，よく噛んで食べよう 

ということをわかりやすく教えてもらうことができた。

視覚的な教具により，興味深く取り組むことができた。

（３）自ら考え学び合う場の設定

自分の食べ方を振り返り，よく噛んで食べ

るために自分が実行できそうなことをワーク

シートの項目の中から選んだ。選んだ理由も

つけて発表することにより，全体で意見を共

有することができた。

（４）事後指導

給食時に自分が選んで決めたよく噛むこ

とのめあてを書いたカードを目の前に置く

ことによって，続けてよく噛んで食べると

いうことを続けて意識づけができた。



１ 題材名 よくかんでたべよう

      内容（２）日常の生活や学習への適応及び健康安全

（カ）「心身ともに健康で安全な生活態度の形成」

２ 指導上の立場

 ○題材について

よく噛んで食べることは，あごや口のまわりの筋肉を発達させ歯並びをよくしたり，消化などの

大切な働きを促進したりする。しかし，食生活の変化により，日頃児童が口にするものは，軟らか

く食べやすいものが多い。低学年の児童は，永久歯に生えかわりはじめている時期である。この時

期に，前歯・犬歯・奥歯の役割を知り，消化のためや味わうためによく噛んで食べることが大切で

ある。

 ○児童の実態

1年生６名，2年生１５名（内特別支援学級在籍 2名）である。永久歯への生えかわりを迎えてい
る時期で歯への関心が高まっている。これまでに，生えかわり時期の歯を大切にすることや歯のみ

がき方について学習してきている。本題材を学習するにあたり，児童の実態調査をした結果は以下

の通りである。

   ・よく噛んでいますか。          ①はい１８人②いいえ２人③わからない１人

   ・よく噛むことは大切なことだと思いますか。①はい２０人 ②いいえ０人③わからない１人

   ・硬い物をよく食べますか。        ①はい１４人 ②いいえ７人

   ・硬い物と軟らかいものでは，どちらが好きですか。①硬いもの１２人②軟らかいもの９人

   ・一口，何回噛んでいますか。       ①１０回８人②２０回８人③３０回５人

   ・好きな食べ物は何ですか。        ①カレー ②ラーメン ③うどん

  以上の結果より，よく噛むことが大切で自分ではしているつもりでも，実際にはあまりよく噛まな

かったり，流し込んで食べたりしている児童が多い。また，好きな食べ物として，カレーや麺類な

どあまり咀嚼しないで食べることのできる物を好む児童が多いように見える。

   そこで，本時は，歯の種類と役割を知った後，話し合いや体験活動を通して，それぞれの歯の役

割に合わせてよく噛んで食べることを意識させたい。

○本題材の指導で工夫する点や手立て

 （１）体験的な活動の工夫

    低学年の児童は集中したり考えたりすることが長続きしにくいため，パネルシアターを使って，

前歯を使う動物，犬歯を使う動物，奥歯を使う動物を紹介しその歯の役割を理解させる。その上

で，人間はそのどの歯も生えていることでいろいろな食材が食べられることを気づかせる。また，

実際に食材をよく噛んで食べる体験を通して，いろいろな歯を使って切ったり，すり潰したりし

ていることや，よく噛んで食材を味わおうとすることを意識させていきたい。

第１，２学年 学級活動指導案

平成２８年２月９日（火）第５校時 ２年教室 指導者 T1 内藤 祐子
T2 和田 遼
T3 佐桒 信也



 （２）専門的な知識を生かした T・T指導の工夫
    養護教諭の指導により自分たち自身が歯の模型を作ることで，歯の種類や形を明確にさせる。

事後には，栄養教諭から食に関する話を聞き，消化吸収や食品の本来の味を感じるためによく噛

んで食べることが大切であるということを意識させる。

 （３）自ら考え学び合う場の設定

児童が自分の考えを持つ時間をとり，考えたことを表現する場を設定する。その際，自分たち

が作った歯の模型を用いることで，歯の種類と役割について自分の考えを表現しやすくなるよう

にする。発表シートを利用して自分の考えをまとめたり発表したりしやすくさせる。発表された

意見に相づちを打ったり前向きな言葉かけをしたりしながら聞くことを徹底させる。

３ 評価規準

ふれあい関わる力 自ら考え学びつくり出す力 自己を見つめともにより良く生きる力

歯の形によって役割が違う

ことに気づく。

 自分たちには，前歯・犬歯・

奥歯があり，それぞれの歯の

役割について話し合うことが

できる。

 これからの食事の際，それ

ぞれの歯の役割に合わせてよ

く噛んで食べようと意識する

ことができる。

４ 指導計画

日時 活 動 内 容

事前 １月中

２月 ３日（水）

○噛むことについてのアンケート（実態調査）をする。

○乳歯・永久歯の名称（まえば・いときりば・おくば・だ

い一大きゅうし）を思い出す。

〇それぞれの歯の形状を意識させて紙粘土で作る。

本時 ２月 ９日（火） ○歯の種類と役割を知ってよく噛んで食べる。

事後 ２月１０日（水）～

２月１６日（火）

○１週間，前歯・犬歯・奥歯を使って食べた食品を記入し

ていく。

「○○週間」（児童と一緒に考える。）

○目標を意識して給食後に記入する。

〇よく噛んで食べることが消化吸収や食品本来の味を感

じるために大切であることを知る。



５ 本時のねらい

  歯の種類と役割を知って，よく噛んで食べるよう意識する。

６ 本時の展開

学習活動 教師の指導・支援 学習評価

つ

か

む

ふ

か

め

る

ひ

ろ

げ

る

実

践

１ 学習課題につ

いて知る。

２ 動物の歯の種

類と役割を知

る。

３ 人間の歯の種

類と役割につい

て話し合う。

４ 実際に食品を

食べる。

◯事前に作った歯の模型を見て，前歯・犬歯・

奥歯の違いを見つけさせる。（T1）
・前歯は薄い。

・犬歯はとがっている。

・奥歯は臼の形をしている。

○パネルシアターを使って前歯を使う動物・犬

歯を使う動物・奥歯を使う動物を紹介し，そ

の歯の役割を理解させる。（T1，T３）
・前歯：リス 噛み切る。

・犬歯：ライオン 噛みちぎる。

・奥歯：牛 すりつぶす。

・なし：蛇 丸飲み。

◯多くの動物は，雑食でないことを確認させ

る。（T1）

○自分たちの作った歯の模型を見ながら，人間

の歯の種類と役割を動物と比較しながら考

えさせる。（T2）
・前歯はリスの歯に似ているね。

・犬歯はライオンと同じだ。

・臼の形をした奥歯は牛の歯みたいだね。

・人間の歯にはいろんな種類があるね。

◯なぜ人間には前歯・犬歯・奥歯（臼歯）があ

るか考えて，シートに書かせて話し合わせ

る。（T2）
◯考えが持ちにくい児童には例示を挙げ，自分

の考えを表現しやすくさせる。（T1，T3）
・人間は肉も野菜も食べられる。

・硬いものでもすり潰して食べられる。

・いろいろな食材が食べられる。

○リンゴとするめを，どこの歯で噛んでいるか

意識させ，食べてみる。

◇歯の形によって

役割が違うこと

に気がつくこと

ができる。［観察］

◇自分たちには，

前歯・犬歯・奥

歯があり，それ

ぞれの歯の役割

について話し合

うことができ

る。[観察・発表] 

はのしゅるいとやくわりをしって，よくかんでたべよう。



す

る

つ

な

げ

る

５ 本時のまとめ

をする。

◯噛み始め，途中，飲み込む前，使っている歯

がどこかを確かめさせる。

・噛み始めは前歯

・途中，奥歯ですり潰している。

・よく噛めば，食材の味がよくわかる。

○学習の振り返りをさせる。（T2）（板書 T1）
・どの歯も大切なことがわかりました。

・歯の形によって，役割があることがわかりました。

・よく噛んで食べるとおいしい。

・どの歯も使って，よく噛んで食べる。

◯事後 1週間，前歯・犬歯・奥歯を使って食べ
た食材を記入していくことを知らせ，グルー

プごとに「〇〇週間」の名前をつけさせる。

（T2）

◇これからの食事

の際，それぞれ

の歯の役割に合

わせてよく噛ん

で食べようと意

識することがで

きる。［発表］

７ 準備物

   歯の模型（自作） パネルシアター りんご するめ 紙皿 ウェットティッシュ

発表シート ホワイトボードマーカー 〇〇週間カード

８ 反省と考察

（１）体験的な活動の工夫

    パネルシアターを使うことが児童の発達段階に合っていたため，動物の歯の種類とその役割を

理解させることができた。パネルシアターに出てくる動物の口を開閉できるようにしたことでよ

り分かりやすくすることができた。前歯を使う身近な動物としてリスを登場させたが，「噛み切る」

というより「かじる」という役割を想起させ、人間の前歯の役割につなげるためには、少し差違

があった。

実際にリンゴとするめを食材として食べることで，噛み始めは前歯や犬歯を使い，噛み続ける

うちに奥歯を使い出していくようになることを体験的に理解させることができた。

    前時に自分たちで作った歯の模型にどの動物の歯に似ているかシールを貼っていくことで，人

間にはいろんな種類の歯があることを視覚的に理解させることができた。また，教師の話を聞く

だけでなく作業を入れたことで興味・関心が継続した。



（２）専門的知識を生かしたＴ・Ｔ指導の工夫

事前に養護教諭から，歯の形や歯並び，歯の名称などについて教わり，歯みがきの際に注意しな

ければならないことを学習していた。そのため，児童は，歯についての意識が高まり，関心を持つ

ようになっていた。また，歯の名称も，第一大臼歯など専門的な名前が定着していた。そういった

積み重ねの上に今回の授業があり，児童は，歯の役割について客観的にとらえることができたので，

理解もスムーズに進んだ。また，栄養教諭の作る献立も，噛むことを意識させるような食材を選ん

だものが随所にあり，給食時間に，子どもたちが歯の役割を意識して食べることに大いに役立った。

中には，「よく噛むと味が変わる。」という感想をもった児童もおり，中学年の学習につながること

にもなっている。 

（３）自ら学び合う場の設定 

今回の授業は，普段ではあまり経験のない１・２年合同の授業だったこと，机をあわせてグルー

プで学習形態を取っていたこと，参観日だったことなど，日常的ではない状況での授業だった。そ

うした中で，「どうして，いろんな動物の歯があるのでしょう。一人ずつ考えて，ボードに書きまし

ょう。」という発問をした。発問自体が，子どもたちの自由な発想を促すものではなかったこと，日

常的にやってきた書く活動の時と，場の設定が違っていたことなど，多くの児童の思考が深まりに

くかった。グループの形で学習していたので，最初から話し合い活動を取り入れ，一人一人意見を

出させる方が効果的だったのではないかと思われる。 

また，１，２年合同の学習自体に慣れていないために，考えを表現できなかった児童もいたと推

測できる。普段から低学年合同の授業を機会あるごとに設定し，こうした学習形態を取り入れてい

く必要がある。 

（４）「○○週間」の取組 

事後，１週間（４日間）「○○しゅうかん」の取り組みをした。給食のメニューを口にしながら，

「前歯を使って噛み切った」「奥歯ですりつぶしている」など，どの歯で食材を噛んでいるのか意識

しながら給食を食べた。栄養教諭もこの週間に合わせて噛みごたえのあるものを取り入れて献立を

たててくれた。野菜が少し苦手という児童も，どの歯で噛んでいるかということに注意が向いて，

いつもより進んで口に運んでいた。また，普段しっかり噛まない児童も，前歯や犬歯，奥歯を意識

することで，噛む回数が増えたように思う。「歯の役割やどの歯も使って顎を動かして食べているこ

とや，そのことで体を元気にするのがわかりました。（児童）」「家では，野菜や硬い物を好んで食べ

ようとしないので，学校でいろいろな物をしっかり噛んで食べられていることに驚きました。これ

から『噛む』をしっかり意識して食べてもらいたい。（保護者）」という感想があった。参観日の授

業ということで，児童だけでなく保護者にも「歯の種類と役割」「噛む」ことの意識づけになった。

今後はこの意識を継続させていけるよう取り組んでいきたい。



１ 題材名  おいしく食べるひみつをさぐろう

       内容（２）日常の生活や学習への適応及び健康安全

（カ）「心身ともに健康で安全な生活態度の形成」

２ 指導上の立場

○題材について

   児童はこれまでに学級活動の時間や，給食時間，健康集会等で，『ひみこのはがいーぜ』を用いて

よく噛むことのよさについて学習をしてきた。

   本題材では，特に，味覚の発達についてとり上げる。よく噛み唾液がよく混ざると，舌の感覚器

官である味蕾（みらい）で味を感じることができる。子どもは，舌全体に味蕾の細胞があり，大人

より敏感に感じ取ることができる。しかし，野菜不足，ファーストフードなどの加工食品のとりす

ぎや，味覚経験・判断情報がうすい児童にとって，不快・まずい，嫌いな食べ物と決めつけている

場合がある。「おいしく食べる」とは，よく噛んで味わって食べる以外でも「おいしい！好きだ！」

と感じる因子は多くある。食品の香りや固さ，温度，盛り付け，子どもの健康状態，精神状態，食

事の環境や雰囲気など，様々な感覚器官から脳に情報が入り，食欲も変化していく。心身健康な体

をつくるには，このような条件を満たしよく噛んで楽しく食べることが大切であると考える。

 ○児童の実態

   第３学年の児童は１２名である。今までに「おやつのとり方」「歯みがき名人になろう」の学習を

してきた。自分の歯について関心をもち，改善に努力してきている。第４学年の児童は１６名（内

特別支援学級在籍２名）である。１０月から１１月にかけて「むし歯のないピカピカな歯をめざそ

う」という題材で学習をしてきた。題材を通して，ていねいな歯みがきをしたり，糖分の多く含む

おやつを少なくしたりと，自分の歯を大切にしようと考える児童が増えた。 

   食材を味わってしっかり噛んで食べることの重要性に関しては，３，４年ともに理解しているも

のの，実生活と結びつけている児童は少ない。給食時も，あまり噛むことをせずに，飲み込むよう

にして食事を摂る児童が多い現状である。

そこで，本時は，ただ食べるだけでなく，味覚と向き合い楽しく味わってよく噛んで食べること

は，心身の健康につながり，幸せに生きるため（衣食住）の大切な一つであることを押え，生活改

善のきっかけにしたいと考える。   

第３・４学年 学級活動学習指導案

平成２８年２月９日（火）第５校時 ランチルーム 指導者 T1 住岡 章子
T2 岡田 紀子
T3 鳥越 厳之



○本題材の指導で工夫する点や手立て

 （１）体験的な活動の工夫

    五感を使って，実際に粉々にしたせんべいと固形のせんべいを食べ比べさせる。それにより，

歯を使ってよく噛んで食べると，味がよく分かり，食べる楽しさが増したり，おいしさの増長に

なったりすることを体験させる。

 （２）専門的な知識を生かした T・T指導の工夫
    事前では，栄養教諭から噛むことの大切さを『ひみこのはがいーぜ』を使って，学習すること

で，噛むことについて，より具体的にイメージが持てるようにする。本時では，特に味覚の発達

に重点を置いて，専門的な立場から指導をしていくことにより，その大切さについて理解できる

ようにする。

 （３）自ら考え学び合う場の設定

    ４人ずつのグループで，粉々にしたせんべいと固形のせんべいについて，五感を使って食べ比

べをし，カードに記入をしていく。グループでの話し合いでは，司会，記録を立てることにより

話し合いが円滑に進むようにさせる。７グループ分のカードが出揃った後，粉々のせんべいと固

形のせんべいを比べて気づいたことを発表し合い，同じ素材でも違いが意識できるようにする。

３ 評価規準

ふれあい関わる力 自ら考え学びつくり出す力 自己を見つめともにより良く生きる力

栄養教諭の専門的な話を聞

き，よく噛んで味わって食べ

ることの大切さに気づく。

五感を使い食材の特徴，お

いしさ，噛むことの大切さを

話し合うことができる。

健康的に生活するために，食材

をよく噛んでおいしく食べようと

意識することができる。（生活改

善）

４ 指導計画

５ 本時のねらい

  五感を使って，楽しく味わって，よく噛んで食べることは，心身の健康につながるとがわかる。   

日時 活 動 内 容

事前 ２月 ８日 ○ひみこの８大効果「ひみこのはがいーぜ」の学習をし，噛むことの

大切さを理解する。

本時 ２月 ９日 ○よく噛んでおいしく食べようと意識する。

事後 ２月１０日～

 １週間

○給食を意識しながら食べ，感想をもつ。



６ 本時の展開

学習活動 教師の指導・支援 学習評価

つ

か

む

ふ

か

め

る

ひ

ろ

げ

る

つ

な

げ

る

１ 前時の振り返

りをする。

２ 学習課題につ

いて知る。

３ 五感を使っ

て，せんべいの

（粉々・固形）

食べ比べを行

い，グループで

話し合う。 

４ ３で考えたこ

とをもとに全体

で発表し合う。

５ おいしく食べ

るひみつをまと

める。 

６ 感想を書く。

○前時までの学習『ひみこのはがいーぜ』を振り返

り，よく噛むとのよさを確認させる。（T1）

○『ひみこのはがいーぜ』の味覚の発達について深めて

いくことを知らせる。舌の感覚味蕾，五基本味説（甘

味・塩味・酸味・苦味・うまみ）にも触れておく。（T1）

○五感（目，耳，手，鼻，口）を使い，粉々にしたせん

べいと，固形のせんべいを食べ比べする。グループで

話し合い五感カードに記入していく。（T1）
・粉のせんべいは，醤油のにおい，ざらざら，きな粉み

たい。

・固形のせんべいは，醤油せんべい，かたそう，香ばし

い，ばりばりいいそう，このままでは食べられない（細

かく噛む。）

○各グループで記入した五感カードを分類して前へ貼

る。（T2）
○五感カードをもとに粉々と固形のせんべいを比べて気

づいたことを発表し合わせることで，違いを意識させ

る。（T3）
・せんべいはバリバリと歯を使って食べる方がおいしい。

・粉は食べた気がしない。せんべいは固形がいい。

○４での活動をもとに，おいしく食べるためには，何が

大切なのかまとめさせる。（T1）
・よく噛むことは，唾液が出て食材とからんでうまみが

出てくる。

・あごの発達 ・歯や体づくりに大切 ・硬い物を細か

くつぶしてのどごしよくする。 ・よく噛んで味覚経

験を増やす。 ・食感の発達を助ける。 など

○本時で学習したことで気がついたこと，学んだことを

記入する。（T2）

◇五感を使い

食材の特徴，

おいしさ，噛

むことの大

切さを話し

合うことが

できる。［発

表］

◇健康的に生

活するため

に，食材をよ

く噛んでお

いしく食べ

ようと意識

することが

できる。［ワ

ークシート］

おいしく食べるひみつをさぐろう



７ 準備物

   「ひみこのはがいーぜ」のポスター せんべい（粉々と固形） せんべい入れ物（粉々用と固形）

スプーン グループ用の五感カード 個人の感想シート 「よくあじわって食べよう」カード

ひ 肥満を防ぐ み 味覚の発達  こ 言葉，発音の発育 の 脳の発達 は 歯の病気予防 

が ガン予防  いー胃腸の快調  ぜ 全力投球

８ 反省と考察

（１）体験的な活動の工夫

  五感を使って実際に粉々にしたせんべいと固形のせ

んべいの食べ比べを行った。その結果，同じ食材でも， 

五感を使うといろいろな違いを見つけることができた。

またグループで交流することで，感じ方の違いをよ 

り理解することができた。特に固形のせんべいについて

は，よく噛むことで味わいが増し，改めてよく噛んで食

べることの大切さを感じることができた。

（２）専門的な知識を生かした T・T指導の工夫
   「ひみこのはがいーぜ」を栄養教諭から事前に学習し，噛むこ 

との良さを理解させた。本時では甘味・塩味・酸味・苦味・うま

みなどの味覚の発達について重点を置いて指導した。授業後半で

は，味覚の発達及び噛むことの大切さについて，栄養教諭より説

明を受けた。児童は「よく噛むことは，唾液を分泌させうまみを

感じる」「味覚経験を増やすことで食感の発達を助け，健康な身

体をつくる」ということを理解した。

（３）自ら考え学び合う場の設定

   グループごとに五感を使って感じたことを話し合い，意見を

まとめてカードに書いた。そのカードをもとに，各グループか 

ら出た意見を整理し，全体で話し合った。「固形の方が素材の     

味が残っている」や「硬いので口の中に入っている時間も長く，

噛む回数が多いので味がわかってよい」など感じ方はそれぞれ

であるが，一人一人の考えをグループでまとめることにより，

固形や粉のせんべいの味わいを深く感じ取ることができた。

（４）「よくあじわって食べよう」カードの取組

   給食の時間に，おいしく食べるために五感を使ってよく味わ

って食べる取組を１週間続けた。児童は取組に関心を持ち，し

っかり味わって食べていた。それが会話や感想カードにも表れ

ていた。



１ 題材名 歯肉炎を予防しよう

      内容（２）日常の生活や学習への適応及び健康安全

（カ）「心身ともに健康で安全な生活態度の形成」

２ 指導上の立場

 ○題材について

   児童はこれまでに学級活動の時間で，歯の構造やむし歯の原因について学習したり，歯科衛生士

から歯みがき指導を受けたりしている。しかし，歯周病については，具体的な症状や怖さ，予防の

仕方については知識のない児童が多く，食生活や生活習慣により，この時期の被患率は高くなって

いる。生涯健康的な歯を維持し続けることの大切さを意識させる必要がある。本題材では，児童自

身が自分の歯肉の様子を観察し，話し合い活動を元に自分にできる歯肉炎予防の歯のみがき方の目

標を決め，実践の習慣化を図るために，この題材を設定した。

 ○児童の実態

   本授業では，６年生８名，５年生１４名である。１０月の歯科検診の結果，

          むし歯    歯肉炎

   ６年生    ０人     ２人

   ５年生    ４人     ３人

  という状況である。永久歯の生えかわりを終えつつある高学年は，永久歯のむし歯予防と共に，歯

肉炎予防が必要なことがうかがえる。

   年度当初に比べ，歯みがき指導や健康委員会による集会・給食後の歯みがきチェック，歯みがき

チャレンジカードの取組や，ストップウォッチ，手鏡の個人使用などにより，給食時間後のていね

いな歯みがき習慣の意識は高まりつつある。

   今後は，家庭でのていねいな歯みがき習慣の定着と，歯肉炎予防を意識した歯みがきの実践に取

り組ませていきたい。   

   本授業では，特別支援学級に在籍する児童が１名参加する。授業の流れを黒板に提示し，常に見

通しや今の活動がどの学習場面なのかを視覚化し，安定して集団の中で活動できるようにしたい。

グループ分けや受容的な雰囲気作りにも十分配慮していきたい。

○本題材の指導で工夫する点や手立て

 （１）体験的な活動の工夫

    自分の歯肉を観察し，客観的に現状を知ることで，危機意識を持ち，より良い歯や歯ぐきの環

境をつくりたいという意識を持たせていく。これまでの学習で，歯ブラシの持ち方や，歯のみが

第５・６学年 学級活動指導案

平成２８年２月９日（火）第５校時 ５年教室 指導者 T1杤山 美恵子
T2福田 雅人
T3春名 志保
T4寺坂 友希養護教諭



き方などを知っている。実践化に結びつけるために，「歯肉イキイキ週間」を設定することで，自

分にできる自分に合った歯肉炎予防のための歯みがきを意識させ，成功体験をもとに定着を図っ

ていきたい。

 （２）専門的な知識を生かした T・T指導の工夫
    事前に，養護教諭から歯の名称や歯の構造について確認を行い，本時の歯肉炎の予防に向けて

より具体的にイメージを持てるようにする。本時では，養護教諭が歯周病の原因や進行について

のスライド説明により，「８０２０運動」を目指した歯肉炎予防の大切さを理解させる。歯や歯肉

の模型を用い，歯を支える歯肉や歯槽骨を健康に保つ歯のみがき方を考えられるようにしたい。

 （３）自ら考え学び合う場の設定

    個人でのチェックから，小グループでの討議そして，全体発表へと広げていく中で，個や集団

の良さを認め合いながら，学習を進めていく。自分の考えを書くことを大切にし，見つけたこと，

わかったこと，思ったこと，これからどうするかということのステップで，個人のワークシート

をもとにグループで発表ボードにまとめ，全体で発表することにより，学習の足跡を残すことが

できるように心がけたい。

３ 評価規準

ふれあい関わる力 自ら考え学びつくり出す力 自己を見つめともにより良く生きる力

自分の考えを発表したり，

友達の考えを聞いて質問をし

たりするなど積極的に話し合

いに参加しようとしている。

 自分の歯肉の様子を正しく

捉え，自分に合った歯肉炎を

防ぐ歯のみがき方について，

考えることができる。

 自分にでき，自分に合った

歯のみがき方を決定し，実践

することができる。

４ 指導計画

日時 活 動 内 容

事前 ２月 ４日（木） ○これまで学習してきた内容の復習

・歯の正しい名称

・むし歯の原因

・むし歯にならないための歯のみがき方の工夫

○歯の構造について知る。（エナメル質，象牙質，セメン

ト質，歯槽骨，歯肉）

本時 ２月 ９日（火） ○自分に合った歯肉炎予防のための歯みがきの仕方を考

える。

事後 ２月１０日（水）～

２月１６日（火）

○「歯肉イキイキ週間」の設定

・本時で決めたみがき方の実践を，チェックカードを使い

ながら１週間記録する。

５ 本時のねらい

  歯周病の進み方について理解する。



自分の歯肉の実態を知り，自分に合った歯肉炎予防のための歯のみがき方を考え，実践しようとす

る。

６ 本時の展開

学習活動 教師の指導・支援 学習評価

つ

か

む

ふ

か

め

る

ひ

ろ

げ

る

実

１ 歯周病の原因

や進行について

知る。

２ 自分の歯肉を

手鏡で観察し歯

肉の色，・形など

をワークシート

に記入する。

３ 歯周病を予防

する歯のみがき

かたについて考

える。

４ 歯周病を予防

する歯のみがき

方を全体で発表

する。

５ 自分たちで考え

○歯周病について説明する。（T４）
・歯肉に炎症が起こり，歯槽骨がとけて，歯が

抜けてしまうことを知らせる。

・歯肉炎は歯みがきで治ることをおさえ，実践

への意欲を高めることができるようにする。

○手鏡を配布し，歯肉の様子について観察さ

せ，ワークシートに記入させる。（T１）
・健康な歯肉と歯肉炎になった歯肉の違いを示

し，自分の歯肉の様子と比較することできる

ようにする。（T２，３，４）

○歯垢が残りやすいところを考えさせ，どのよ

うにみがいたらよいかについて３，４人のグ

ループで考えさせる。（T１）
・ワークシートに書いた自分の歯肉の様子をも

とに，みがき方の工夫を説明することで，よ

り主体的に取り組もうとすることができる

ようにする。（T３）
・自分の歯肉の状態がよい児童については，普

段のみがき方を説明したり，工夫したみがき

方を提案させたりすることで，具体的な考え

を持つことができるようにさせる。

○発表ボードに記入したものを黒板に貼り，グ

ループで出たみがき方を，歯の模型を用いて

どのようにみがくか説明させる。（T１）
・友達の工夫を聞き合うことで，自分にできて，

自分に合った歯のみがき方を決めることがで

きるようにする。（T３）

○みがいている様子を個別指導を行う。

◇自分の歯肉の様

子を正しく捉え

ることができて

いる。［ワークシ

ート，観察］

◇歯周病予防のた

めのみがき方を

考え，説明をし

合えている。

［ワークシート

発表］

自分に合った歯肉炎予防のための歯のみがき方を考えよう



践

す

る

つ

な

げ

る

た歯のみがき方で

鏡を見ながらみが

いてみる。

６ 本時の振り返

りをする。

（T２，３，４）

○「歯肉イキイキ週間」を設定し，自分が決め

た歯肉を守る歯のみがき方を実践していく

ように伝える。

・本時の学習をもとに，「歯肉イキイキ週間」

に向けて，自分の取組のめあてをワークシー

トに記入させ，実践への意欲を高めることが

できるようにする。

７ 準備物 

   手鏡 歯ブラシ 歯の模型 歯みがきコップ 牛乳パック ワークシート 発表ボード 

８ 反省と考察 

 （１）体験的な活動の工夫 

    健康な歯ぐきと歯肉炎の歯ぐきの写真を提示した上で，鏡

   を見て自分の歯ぐきをチェックさせるようにした。予備知識 

として歯ぐきの様子を知ってから自分の歯をチェックする 

ことで，より体験活動が有効なものになった。自分の歯肉の 

様子をシートに書くことで次の話し合いへの準備ができ，み 

がき方の工夫について，より身近なこととして考えることが 

できた。発表ボードや大型の歯の模型を使って説明すること 

で，アイデアの共有化ができた。しかし，毛先がフェルトに引っかかることがあり，スムーズ 

に動かすことが難しかったので，さらに工夫していくことが必要である。話し合った内容をも 

とに自分に合った歯のみがき方を授業の中で実践してみる時間を設け，指導者からのアドバイ 

スも受けることができた。 

事後の活動としての「歯肉イキイキ週間」の自分のめあてまで決めることができ，次への実

践へつなぐことができた。 

 （２）専門的な知識を生かしてＴ・Ｔ指導の工夫 

    高学年ではあるが，歯の生えかわりや名称などの基本を改めて学習してきた。また，歯の構

造やむし歯の原因・進行について知ることで，歯みがきの重要性に気づき，危機感を持って取

り組むことができた。事前の指導では，歯垢染め出しをして，みがき残しのチェックをした。

自分のブラッシングの不十分な部分を意識して歯みがきをすることができるようになってき

た。歯周病の原因や進行について具体的に教えてもらうことで，より自分と自分の未来の問題

であるととらえることができた。歯肉炎は，正しい歯みがきで治せることを学ぶことで，実践



意欲が高まった。 

 （３）自ら考え学び合う場の設定 

    個々の歯ぐきの状態を紹介し合うことで，お互いの問

   題点をアドバイスし合う場にできた。良い歯肉状態の児

   童も，自分のブラッシングの良さを考え説明することで，

   自信を持ち，今後も継続して取り組む意欲につなげるこ 

とができた。 

６年生がリードし，グループの意見を見やすくまとめる

ことができた。発表ボードで紹介することで全員が共有化でき，自分に合っためあてを決める

ことができたのではないか。発表の役割分担も自分たちで考え，全員が「発表者」と「歯のみ

がき方の提示者」の役をして発表できた。 

 （４）「歯肉イキイキ週間」カードの取組 

    事後の活動として，学習事項を実践する「歯肉イキイキ週間」を設定した。自分で決めた目

標をもとに，１日３回の歯みがきに取り組んだ。学校では，給食後の歯みがきに意欲的に取り

組めるようになってきているが，家庭での歯みがきは，意欲や家庭のサポートの有無により個

人差が大きかった。今回の取組では，歯肉炎を防ぐという具体的な目標を自分で設定している

ため，従来の歯みがきカードの取組に比べ達成率が高かった。意識して歯をみがいたり，歯ぐ

きを意識したみがき方に注意したりしたという反省が多く見られた。ただ，家庭との連携がも

う一歩である。カードに取組の様子や一言メッセージを書いてもらっているが，より関わりを

持ってもらえる取組をしていく必要がある。親子や家族での歯みがきタイムの設定をはじめ，

一緒に活動できるようなものを提案していきたい。 

学級活動の取組 

 （１）歯科衛生士の指導 

    ６月８日，歯科衛生士を招き，正しい歯みがきについて

   指導をしてもらった。単にみがくだけでなく，歯と歯茎の

   間を意識してみがくことや自分の歯や口の中をしっかり

   観察する必要性があることなどを教わった。事後，給食後

   の歯みがきで，以前に比べてゆっくりていねいにみがこう 

とする児童が見られるようになった。保護者も何名か参観 

し，一緒に歯科衛生士の話を聞けたことで家庭でのサポー 

ト意識が高まった。 

 （２）ストップウオッチを利用して 

    「３分間みがこう」というテーマで給食後の歯みがきを進めてきたが，大きな掛け時計しか 



なく，３分間以上みがくことができない児童も見られた。そこ 

で，６年生では，個々にストップウォッチを持たせ，タイム 

を自分で計測させながら歯みがきをすることにした。タイム 

を計ることで，時間いっぱいみがくことができるようになり， 

全員が落ち着いて歯みがきに取り組めるようになった。当初 

「３分間って，結構長いなぁ。」と言っていた児童も，継続 

することでみがいた後の気持ちよさを感じられるようになっ 

てきた。全校での１人１つ手鏡を見ての歯みがき指導とも合 

わさって，３学期の学習の「歯垢染め出し液」を使ったみが 

き残しチェックでは，多くの児童がほぼみがき残しなしでみがけるようになった。 

 （３）６年「トリプルＨＡ～」カード 

    家庭での生活習慣定着カードとして，全校で取り組んでいるカードを少し変更して活用した。

「はや寝，はや起き，はみがき」のトリプル「は」と，食後３分以内，３分間，１日３回のト

リプル３を合わせたものである。点検カードで活動がマンネリ化しないように，意識をするポ

イントを少しずつ変えて取り組んだ。休みの日の歯みがきにまだ課題が見られる。今後はさら

に保護者との関わりを意識した歯みがきの取組と，基本的生活習慣の定着を合わせてしていき

たい。 

 （４）５年家庭科「五感をはたらかせて食事にむかう習慣」授業を通して 

    子どもたち同士の学び合う力を育てることで，本校の研究テーマに迫ろうと，探求的な学習

における整理・分析を子どもたちなりの情報をもとに取り組んだ。本時は、「食べて元気に」

の題材のまとめとして，ご飯と味噌汁の実習から，意欲的にレシピ作りに取り組み，「食と歯・

口」を関連づけた活動ができた。 

    五感をはたらかせて食事にむかう習慣の大切さを家庭科授業の中で実感した。出来合いの物

を食することに慣れている児童が食材の持つ本来の味を感じたり，切り方を工夫して噛み応え

を楽しんだりしながら，しっかり噛むことで唾液の分泌を促すことをができた。事後の給食の

時間，噛む回数を意識したり，「おいしい」という声が多数あがるようになった。 


